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▼当日参加したこどもアニメーターたち

〔武田先生やアニメ指只者、和田町長といっしょに〕（19P参照）
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闘
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衛
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描
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馴
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新
し
い
年
度
を
迎
え
、
住
民
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
学
校
や
職

場
、
家
庭
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
で
想
い
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
制
定
し
た
　
『
忠
岡
町
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
　
を
基
本
に
、
産
業
の
発
展
は
も
と
よ

り
、
教
育
・
子
育
て
支
援
、
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
『
文
教
住
宅
都
市
』
　
の
実
現
に
向
け
、
心
も
新

た
に
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
第
五
次
総
合
計
画
に
お
け
る
4
つ
の
柱
に
沿
っ
て
施

策
を
進
め
ま
す
。

第
一
は
「
人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
環
境
と
就
学
前
教
育
・
保
育
を

総
合
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
習
環
境
の
充
実
や
　
「
あ
す
な
ろ

未
来
塾
」
　
の
中
学
生
へ
の
対
象
拡
大
な
ど
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

第
二
は
　
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
引
き
続
き
過

去
の
災
害
な
ど
を
教
訓
に
、
減
災
対
策
の
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す

と
と
も
に
、
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
し
、
救
急
・
救
命
体
制
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

第
三
は
　
「
快
適
で
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
商
工

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
『
忠
岡
町
ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業
』
と
し
て

新
産
業
の
創
出
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
深
め
、
引
き
続
き
魅
力
発

信
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

第
四
は
『
忠
岡
町
み
ら
い
計
画
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
よ
り
効
率

的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据

え
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
水
道
や
国
保
等
々
の
統
合
な

ど
、
広
域
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

住
民
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
『
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
忠
岡

町
』
　
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
、
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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今年度は、中学生まで対象拡大ll

平成29年度受講生募集！

『忠岡あすなろ示飛型』
～基礎学習の定着をめざして～

対　　象　思脚町立小字校4・5・6年生

息岡町立中辛佼1・2・3年生

教　　科　小字校：算数（予習中心）

中辛校：数字・英語（予習中心）
場　　所　忠岡町文化会館

実施日時　毎週上iI刷I　小：午前、中：牛後

弼　　用　受講料…牢1万ilJ（年4回に分け

て徴収）年間教材据…1200ilJ

《受講料免除制度もあります〉

講　　師　全国写習魂協会派遣拠講師

申込期間　4月10日（月）一14日（金）

定　　員　各享年60名

※申込者多数の場合はできる限り調整。
※謹しくは字校を通じてお知らせします。

【聞】写校教育課　℡22－1122
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ト
在
校
生
の
真
心
の
ア
ー
チ
に

送
ら
れ
て
　
（
忠
小
）

■
6
年
間
の
課
程
を
終
え
証
書

を
授
け
る
　
（
束
小
）

▲
忠
岡
中
学
校

ト
　
（
公
社
）
　
全
国
学
習
塾
協
会
常
任

理
事
官
民
連
携
部
長
の
祖
父
江
準

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
I
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
東
忠
岡
小
学
校
　
卜
忠
岡
小
学
校

児
童
合
唱
教
室
バ
ン
ビ
ー
ナ

国
旨
嘉
棄
I
・

★
練
習
日

毎
月
第
1
・
3
上
曜
日

1
0
時
1
5
分
～
1
2
時

【
問
】
児
童
館
　
℡
2
2
・
8
6
0
2
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▲南海電鉄からの出前講座

制服も着せてもらったよ！

入 学 式 ● 入 園 嶋ﾏh��ﾉYXﾙY�����Hﾈ��?ｨ覃�｣���c�����

Sチューリップ保育園 

4月1日（土）9：30～ 

S公立幼稚園　4月10日凋）10：00～ 

式 日 程 �8ﾏizx抦ｧxﾕｨ��Hﾈ繦?ｨ�丿#���c���ﾂ�

S公立中学校　4月6日休）9：30－ 
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▲東忠岡幼稚園

2017年度第1回英語検定試験申込み
～補助は当該年度に1人1回～

〔忠岡中学生への英検受験補助について〕

●検定日　6193rl（上）●会　場　忠岡中学校

・申込期間　4月lltI（火）～2811（金）

・申込用紙　忠岡中学校を通じて全校生徒に配布

・申込先　忠岡中学校　教頭先生に

英検申込用紙を直接提出

※検定を実理受験希望の方も′学校を適

じて配布する中込用紙に話人し単級　の

担任に提出してください。

〔町内在住の中学生・高校生・専門学校

生・大学生への英検受験補助について〕

●検定日　6月4日（日）●各本会場
・申込期間　4月llrl（火）～28日（金）

・申込先　役場学校教育課で中込割こ記入のL

申請してください。

忠岡町教育委員会　学校教育課

ンクートし一二
＼且1日から開館時間が変更になりま

ご理解、ご協力の程よろしくお願いいたします。なお、

スタジオは変更ありません。　　　　【間】星涯学習課

（変更前）　　　　　（変更後）
・日　　曜　　日　正午～17時　⇒　10時～17時

・土　　曜　　日　止午～21時　⇒　10時～20時

・水曜日～金曜日　正午～21時　⇒　正　午～20時

川
原
瑛
翔
選
手

放
課
後
子
ど
も
教
室

電
車
で
の

マ
ナ
ー
を
学
ぶ

（
2
／
2
4
・
ス
タ
ジ
オ
）

ト
忠
岡
幼
稚
園

さ
よ
な
ら
幼
撤
回

思
い
出
を

胸
い
っ
ぱ
い
に
　
（
東
幼
）
　
▼

■
国
歌
を
歌
う
の
も

こ
れ
で
最
後
…
（
忠
幼
）

第
3
9
回

た
た
お
が

マ
ラ
ソ
ン
六
台

（
3
／
1
2
・
新
湊
緑
地
）
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▲140名の参加者が熱心に聴き入る

子どもと高齢者の交通事故防止
～事故にあわない、おこさない～

春の全国交通寄生運動
4月6日（木）～15日（土）

全国重点　☆歩行中・自転車乗用車の交通事故防圧

☆後部座席を含めた全ての座席のシートベルト

とチャイルドシートの正しい着用の徹底

☆飲酒運転の根絶

大阪重点　通羊蹄における交通世故防IL

日誌重電争点隙（無料）
－この殿芸にぜひ志願を－

●LI　程　4月13I十・6月8日・11月giiの各木曜

il（9月は未定）

●会　場　ライフ忠岡店前　●時　間14時～15時

※雨天の場合は中正する吻合があります。

【間】建設課

（4）2017．41

大
阪
府

消
防
表
彰
式

【
消
防
団
員
】

・
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

〔
精
練
章
〕今

比
　
嘉
彦
　
分
団
長

・
大
阪
府
知
事
表
彰

〔
消
防
勤
続
功
労
葦
〕

麻
野
　
道
男
　
部
　
長

・
大
阪
府
消
防
協
会
会
長
表
彰

〔
精
勤
葦
〕瀧

圃

　

隆

同

　

国

　

員

【
消
防
職
員
】

・
消
防
庁
長
宮
表
彰

〔
永
年
勤
続
功
労
葦
〕

両
用
　
忠
志
　
消
防
向
合

・
大
阪
府
知
事
表
彰

〔
消
防
勤
続
功
労
葦
〕

森
下
　
孝
之
　
消
防
向
合

雪
の
全
国
火
災

予
防
連
動
を
実
施

本
町
に
お
い
て
も
防
災
行
政
無

線
を
用
い
た
広
報
や
消
防
車
に
よ

る
巡
行
宣
伝
、
高
齢
者
家
庭
へ
の

防
火
訪
問
、
事
業
所
へ
立
入
検
査

を
行
い
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。

高
齢
者
体
験
・
実
践
型

吏
選
要
童
教
室

高
石
両
自
動
車
ス
ク
ー
ル
で
、

走
行
時
の
安
全
確
認
な
ど
の
点
数

を
競
う
「
体
験
・
実
践
理
交
通
安

全
教
室
」
　
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

対
　
象
　
6
5
歳
以
上
の
有
免
許
者

日
　
時
　
4
月
1
4
日
　
（
金
）

8
時
4
5
分
役
場
前
集
合
（
串

で
送
迎
）
　
1
2
時
頃
終
了
予
定

申
　
込
　
建
設
課

（
定
員
が
あ
り
ま
す
）

《
防
災
講
演
会
》

「
み
ん
な
で
築
く

防
災
対
策
」

2
月
2
6
日
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に

て
、
元
　
岩
手
県
釜
石
両
危
機
管

理
藍
の
川
崎
義
勝
氏
が
　
「
み
ん
な

で
築
く
防
災
対
策
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
、
参
加
者
は
改
め
て
防
災
対

策
の
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
2
9
年

番
の
地
域
安
全
運
動

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

4
月
1
8
日
～
2
7
日

●
子
ど
も
と
女
性
を
対
象
と
す
る

犯
罪
の
被
告
防
圧

●
特
殊
詐
欺
の
被
告
防
圧

●
ひ
っ
た
く
り
及
び
自
動
車
を
対

象
と
す
る
犯
罪
の
被
告
防
圧

車
内
に
も
の
を
置
か
な
い

「
車
内
か
ら
っ
ぽ
宣
言
I
L

泉
大
津
誓
察
署
・
泉
大
津

等
察
署
管
内
防
犯
協
議
会

【
追
給
先
】
泉
大
津
書
架
署
生
活
安

全
課
防
犯
係
　
℡
2
3
・
1
2
3
4

《
忠
岡
町
防
犯
委
員
会

か
ら
の
お
願
い
》

二
戸
一
灯
連
動
十

手
と
も
見
守
り
活
動

ほ
ど
協
力
を
！

☆
一
戸
一
灯
運
動

一
軒
一
軒
が
門
灯
や
玄
樹
灯
を

点
灯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
内

か
ら
暗
が
り
を
な
く
し
、
犯
罪
を

減
少
さ
せ
る
運
動
で
す
。
点
灯
時

間
は
　
「
就
寝
ま
で
」
　
「
夜
通
し
」

な
ど
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
範
囲

で
お
願
い
し
ま
す
。

犯
罪
者
は
人
の
目
と

明
る
い
所
を
さ
ら
い
ま
す
！

道
路
交
通
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

平
成
2
9
年
3
月
1
2
日
施
行

●
7
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
が
一

定
の
交
通
違
反
を
し
た
と
き
に

臨
時
認
知
機
能
検
査
を
受
講

●
高
齢
者
講
習
の
合
理
化
等

●
1
8
歳
以
上
か
ら
取
得
可
能
な

「
準
中
型
免
許
」
新
設
　
（
車
両

総
重
量
7
・
5
ト
ン
未
満
）

※
謹
し
く
は
、
大
阪
府
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

泉
大
津
警
察
署
（
℡
2
3
・
1
2

3
4
）
　
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

＼

　

○

）

′

〕

1

【
間
】
自
治
政
策
課

℡

2

2

・

1

1

2

2



古紬・古布の集団回収

Iここ協力ください
各地区の予ども会、師台会では古紙・

古布の集団回収を実施しています。子ど

も会等に加入していないi唱帯の方も無料

で回収していますので、家庭ごみの減量

のためにご協力をお願いいたします。

【回収対象】・古紙（段ボール、新聞、

雑紙、紙パック等）
・古布（古着等）

【回収日】　　　　　※（子）は子ども会

高月北（予）、北出（子）、

青空（子）、I矧区（子）

講j南（子）、北区（子）

．臨頼（子）、1回来（子）

束区（子）

若竹自治会、中火（子）

アステージ忠岡

ライオンズマンション

泉北忠岡

第1日曜日

第2日曜日

第3日曜日

第4士幌iJ

第4印確Li

毎週月曜I－I

毎週火・金i阻1

“ ；；E●鵜． 暇報国四囲軸日昌“ 俘H�ﾈ�ﾂ�

計憶　　　リ 

一〇 　　　　　　着 凾ｵょう 

凄匪愛情一本！！犬の登録と狂犬病予防藩馳

●狂犬病予防注射
持参するもの：事前に郵送された案内状

注射料金：3，250円

●犬の登録
登録と注射料金：6，250冊

（内訳：登録料3，000＋注射料金3，250）

実　施　しl 倬�����ｭB�会　　　　　場 

4月10日（月） ⑪雨天決行 （／含）、③雨天中止 ����c3��ﾃ���c3��⑪新福祉センター （文化会館南側） 

13：30一一14：30 ����i:�7�ｾh�檍����

15：00－16：00 ��倬h�ｨﾘ(ﾈ馭ｸ�檍����

4月11日（火） ⑧、⑤雨天決行 喧）雨天中止 ����c3�耳璽���c3��④）忠岡町役場正面玄関前 

13：30－14：30 �HｸﾉY�85ｨ985��ｲ���(�ｩ]ｸ支����｢�

15：00一一16：00 ��塗�ｩ�(ｿ8�檍����
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減
量
し
た
く
て
も

減
量
で
き
な
い
世
帯
の
方
へ

ご
み
指
定
袋
を
配
布

本
町
で
は
一
般
家
庭
ご
み
の
有

料
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
み
な
さ

ま
に
は
ご
み
減
量
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
減
止
し
た

く
て
も
城
址
で
き
な
い
左
表
の
世

帯
に
、
ご
み
指
定
袋
を
無
料
で
一

定
量
配
布
し
て
い
ま
す
。

平
成
2
9
年
度
　
（
平
成
2
9
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
5
0
年
3
月
3
1
日
ま

で
）
　
の
申
請
で
、
対
象
の
出
端
の

方
は
、
生
活
環
境
課
ま
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
枚
数
】

1
年
間
で
4
5
リ
ッ
ト
ル
袋
的
枚

※
配
布
枚
数
は
、
対
象
と
な
る
期

間
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

【
申
請
窓
〓
】
生
活
環
境
課

※
い
ず
れ
も
在
宅
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
病
院
、
施
設
等
に

入
院
　
（
所
）
　
の
方
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

振
型
豪
霞
窒
鶉
珊
画
帳
し
召
い
ま
す

集
め
ら
れ
た
小
型
家
電
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
や
金
・
鋼
と
い
っ

た
金
属
を
取
り
出
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

【注意点】
・
電
池
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い

・
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口
に
入
る
も
の
に
限
り
ま
す

・
個
人
惜
報
は
、
各
自
の
式
任
で
必
ず
消
去
し
て
く
だ
さ
い

【
回
収
対
象
】

・
5
0
m
X
2
0
m
の
投
入
日
に
入
る
小
型
家
電
　
（
電
子
機
器
）

【
回
収
場
所
】

・
忠
岡
町
役
場
1
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

・
忠
岡
町
文
化
会
館

1

階

エ

ン

ト

ラ

ン

ス

※
設
陛
し
て
あ
る
黄

緑
色
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
投
入
し
て

く
だ
さ
い
。



123億2，108万円（対前年度比0．2％：増）

うち一般会計64億4，500万円（輔年度比2・4％減）

《平成29年度予算の主な施策》

忠岡町ブランド創造事業　　　　　1，340万円

地方別II調進交付金（辛成28年12月採択）を活用し、

産・宮・写・金の各分野が通排して、『きのこ』の栽

塙から販売までのルートを確立し、思剛町ブランドと

位置づけて、町や企業のイメージアップを図り、産業

の活性化と人目減少の抑制を図ります。。

通学路交通安全対策事業　　　　　　　300万円

近年、通′、手途中の子どもを巻

き込んだ交通i廿故が多発してい

ることから、未然に交通iJf故を

防ぐため、通写路の交通安全対

策工事を行い、子どもの安全向

上を図ります。

高規格救急自動車整備事業　　　　3，500万円

老朽化している高規格救急自動車を更新し、救急救

命機能の強化を医Iります．I

英語教育関係事業　　　　　　　　　　800万円

●英語教育推進Iii業　　　　　170方＝

●英語体験セミナー等開催事業　570万IIJ

●英語検定受験料補助．事業　　　　60方Ili

保育所、幼離間、小芋校及びII半枚の兄壷・生得

を対象として、気－I蘭こ英語を親しめるよう、外国人

講師と『英語で写ぶ、英語で楽しむ』セミナーやレ

ッスンなどを開催します。

また、町ll梢のIII写生から天写生を対象として、

英語検定受験科の補助を行います。

あすなろ未来塾事業　　　　　」＿＿　－

470万円

思I剛小柄、半枚の4年生～

6年生の児童を対象に算数、

忠岡町立中写校の1年生～3

年生の生徒を対象に英語・数字の基礎・基本を宰べ

る場として、あすなろ未来軌をI朝川に開設し、写

習機会の拡充を図ります。

指定避難所防災対策事業　　　　1，650万円

指定避難所である文化会館において、防災対策上

事を1両、ます。

会計別予算額　　　　（単位‥千円．％）

総務費

46，651円

〔46，067円〕

土木費

36，573円

〔34，996円）

民生費

132，240円

〔129，862円〕

教育費

30，226円

〔36，497円〕

公債費

50，356円

〔55，649円）

消防費

20，667円

〔18，132円〕

平成29年1月末人口17．404人　　　※〔〕は前年度の一人当たり歳出予算額

衛生費

44，891円

〔46，994円〕

議会費ほか

8，713円

〔8．917円〕
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平
成
2
9
年
度
当
初
予
算
　
（
案
）
　
は
、
一
般
会
計
に
つ

い
て
は
前
年
度
当
初
比
2
・
4
％
減
の
6
4
億
4
、
5
0

0
万
円
と
な
り
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
加
え
た
総

額
は
、
前
年
度
当
初
比
0
・
2
％
増
の
1
2
3
億
2
、

1
0
8
万
5
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
減
の
要
因
は
、
庁
舎
整
備
事
業
債
の
一

部
及
び
退
職
手
当
侯
な
ど
の
償
還
が
完
了
し
た
こ
と

や
、
投
資
的
経
費
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
の
増
の
要
因
は
、
介
護
保
険
特
別

会
計
や
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
お
け
る
各
種
給

付
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。



府支出金　4億2．962万円（6．7％）

町　債　3億4．870万円（5．4％）

＼∴∴∴＼ 
＼＼　　その他地方潤税交付金ほかア 

l、＼　　4億2・290万円（6・6％）　郎 

l一　　　　　　　　　　　　　　　　分 

＼ ＼ 凾ﾍ 

＼ � 

l 、し ＼ l 剋� 

町税　　財 22億6．933万円　源 

（35．2％） 

値支出金 l 5億7，269万円 （8．9％） 地 仍R� ��●、 

li＝i 交付税 意6，900万円 ��p〃 ● l か＼ ） 

） 手数料 （6．2 （25．9％ 他硬Il困・ 4億170万円 剿ﾂ�����J��

諸収 3傭 ��R��38�C��b�円 

歳出予算額の状況　（単位：千円．％）

区　　　分 �#僖�7��28年度 ��ﾘﾋ逢｢�増減率 
予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

人　　件　　費 ���C3C8�CC���1．358，682 ��#�X�C#���△1．1 

扶　　助　　費 ���C��8�C�3"�1．099．124 涛H�C����1 　8．6 

公　　債　　費 塔sh�3C���974．086 ��#度�Ccコ�△10．0 

物　　件　　費 ���CCCh�3��2�1，530．536 ��#ォ�3C32�△5．5 

維持補修費 鼎(�33ッ�32．040 ����C3Cb�32．3 

補　助　費　等 �#CX�Cツr�320．066 ��#sH�C�湯�△23．2 

積　　立　　金 �3��C�3R�203 �#��C�3"�「14刑8 

繰　　出　　金 ���C�ス�Cs3��1．119．160 田h�CSs��5．9 

貸　　付　　金 塔B�84 �������0．0 

投資及び出資金 ���0 ���0．0 

投資的経費 都��C田��157，019 ��#ド�3�S��△54．8 

予　　備　　費 ����C����10，000 ���0．0 

合　　　計 塗�CCCX�C����6．601．000 ��#�Sh�C����△2．4 

（7）　No606　2017．4．1

歳入予算額の状況　（単位‥千円．％）

区　　　　分 �29年度 �#吋�7��増減額 ��ﾘﾋ越b�
予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

自 主 財 �*ﾈ�����������R�2．269．332 �(�C#Ch�C�Sb�23．276 ���C��

‾奔直歪言直杏「 �3��C�#��25．352 滴�Cssb�18．8 

使用料手数料 ��SX�CsC��167．671 ��#���C�3��△7．1 

財　産　収‾入‾‾ �3��C3C(����#��C涛"����C3S��‾百舌 

寄　両‾‾至「‾「 乘餬9FY?��������#��C涛��599．980．0 
繰　　入　　金 劍�#��(�Cs3B�△42．2 

源 估ｨ����葎����ｾ���0 ���C��
‾藷　‾収　入 �33��C�-��8�hﾉ��兔��b�田8�C��2�23・5 △0．1 

小　　　計 �8�C��(�C�ッ�3．004．347 ��ｸ���#(�C#c��

依 存 財 源 �&饑ｸ�yu��R�35．000 �3H�C����1，000 �(�C��

利子割交付金 滴�CS���7．000 ��#(�CS���△35．7 

配当割交付金 ��C������3cR���#X�C3cR�△27．7 

株式等譲渡所得 割交付金 ��X�C����122．000 1 ��#x�C������#3��S����△31．8 △8．6 

地方消費税 交　付　金 �3#��C����350．000 

慢勤評待望 ��h�C����11．200 滴�C����42．9 

地方特例交付金 ��X�C����14．700 �3���b�2．0 ‾地方交付税 「‾‾‾‾‾－‾ ���3cc��C����1，679．200 ��#���C#����#��Cb��#c�(hﾌ2�

！交通安全対策 同寺別交付金 �8�CC���4，000 

L国庫支出金 鉄s(�Cc釘�657，423 ��#ォ�3s#����#�(�C��‾肩‾‾‾‾支‾百「至‾ ��ｸﾟiy�式､y��ｨ耳自(8ｮﾘ自Gﾈ�r�

町　　　　　債 

小　　　計 ��S8�CCC(�C��H��8�CS塗�CcS2���#�S8�CyH｢�△4．3 

総＿　合　計 剄ﾄ．445，000 ���h�Ci6ih�6h���(�i%#�ｺ����#(�CB�

その他　補助†一蒔ほか

3億9．944万円（6．3％）

I 　l 公債芦 8億7，640万円 剳ｨ件費 14億4．610万円 （224％） 

練出金 11億8．573万円 　0 ��� ��

瞥 l＝麟貫目 俯�ｨ�｢���iﾈ冷�人件費 

（20．8％） 扶助費 11億9．393万円 （18．5％） 



議会燈より
第1回定例会

松　二筋杉高

井宅川原迫
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辛
成
2
9
年
第
1
回
定
例
会
が
、

3
月
1
日
に
招
集
、
2
7
日
ま
で
を

会
期
と
定
め
、
審
議
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

第
1
日
〓
と
な
っ
た
1
日
は
、

利
用
町
長
か
ら
新
年
度
の
施
政
方

針
が
表
明
さ
れ
、
各
会
計
の
当
初

予
算
が
上
帯
さ
れ
ま
し
た
。

先
例
に
よ
り
、
予
算
審
杏
特
別

委
員
会
　
（
委
員
名
は
別
掲
）
　
が
設

置
さ
れ
付
託
蕃
査
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

議
決
結
果
一
覧

▼
即
日
承
認
さ
れ
た
も
の

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
　
〔
辛
成
2
8
年
度
忠

岡
町
“
般
会
計
補
正
予
算
　
（
第

4
号
・
第
5
号
）
　
〕

▼
即
日
同
意
さ
れ
た
も
の

・
忠
岡
町
藍
査
委
員
の
遺
作
に
つ

い
て

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
特
定
個
人
情
報
保
護
条

例
及
び
忠
聞
町
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
及
び
描
定
価
人
情
報
の
捉

供
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
職
員
の
勤
砺
時
間
、
休

日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

・
忠
岡
町
一
般
職
の
職
員
の
管
理

職
手
当
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療

雄
の
助
成
に
関
す
る
条
例

・
忠
聞
町
総
合
福
祖
セ
ン
タ
ー
条

例
・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
料
条
例

・
忠
岡
町
介
護
保
険
条
例

◎
辛
成
2
8
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）

・
忠
幽
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
　
（
第
2
号
）

▼
即
日
受
理
さ
れ
た
も
の

◎
事
砺
搬
告
に
つ
い
て
　
（
辛
成
2
8

年分）

▼
即
日
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
も
の

◎
辛
成
2
9
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
忠
聞
町
一
般
会
計

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
肋

定
特
別
会
計

・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計

・
忠
岡
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計

・
忠
岡
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
忠
岡
町
水
道
事
業
会
計

【
予
算
蕃
査
特
別
委
員
会
】

委

員

長

　

河

　

野

　

隆

　

子

副
委
員
長

委

　

　

員

委

　

　

員

委

　

　

員

委

　

　

員

∧
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＞

議

　

　

長

　

和

藩

‥

‥

‥

l

国
民
年
金
　
【
保
険
埜

▼
平
成
2
9
年
度
国
民
年
金
保
険
料

額
は
月
額
1
6
、
4
9
0
円
と

な
り
ま
し
た

辛
成
2
9
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
額
は
、
国
民
年
金
法
第
8
7
条

に
お
い
て
1
6
、
9
0
0
口
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
辛
成
1
6
年
度
か

ら
の
物
価
と
指
令
の
変
動
に
基
づ

く
辛
成
2
9
年
度
の
保
険
料
改
定
率

0
・
9
7
6
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ

り
決
定
し
ま
し
た
。

▼
平
成
2
9
年
度
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
に
つ
い
て

平
成
2
8
年
度
に
お
い
て
写
生
納

付
特
例
制
度
に
よ
り
、
保
険
料
の

納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、

辛
成
2
9
年
度
も
在
写
予
定
の
方
に

「
国
民
年
金
保
険
料
写
生
納
付
特

例
申
請
膏
」
　
（
ハ
ガ
キ
彬
式
）
　
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
て
ポ
ス
ト

に
投
函
す
る
こ
と
で
、
辛
成
2
9
年

度
の
写
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
在
字
証
明
膏
ま

た
は
写
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不

要
で
す
。
（
た
だ
し
、
在
字
し
て

い
る
写
校
等
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
で
申
請
謹
で
き

ま
せ
ん
）
　
窓
日
で
の
申
請
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▼
2
年
前
納
（
辛
成
2
9
年
4
月
か

ら
平
成
3
1
年
3
月
ま
で
）

〓
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

の
申
込
み
は
2
月
末
日
を
も
っ
て

終
了
し
ま
し
た
が
、
現
金
　
（
納
付

膏
）
　
で
の
納
付
は
可
能
で
す
。
納

付
期
限
は
5
月
1
日
ま
で
な
の
で

希
望
す
る
方
は
お
里
め
に
手
続
き

を
し
て
ト
さ
い
。

年
間
保
険
料
郷
は
3
7
9
、
5

6
0
門
に
な
り
ま
す
。
剖
引
額
は

自
席
振
替
　
（
※
）
　
の
次
に
大
き
く

て
1
4
、
4
0
0
日
で
す
。

※
申
込
み
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
堺
両
年
余
事
砺
所

℡

0

7

2

・

2

4

3

・

7

9

0

0

税

　

　

金

　

【

税

務

課

】

▼
固
定
資
産
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
と
固
定
資
産
課
税
台

帳
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す

町
向
に
同
定
資
産
を
お
持
ち
の

方
に
、
平
成
2
9
年
度
の
上
地
・
家

屋
価
格
等
縦
蒐
帳
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
同
定
洛
霊
雁
税
・

都
直
計
画
税
の
計
算
雄
健
に
な
り

ま
す
囲
定
資
巌
課
税
台
帳
の
閲
覧

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・
別
間
　
4
／
3
㈹
～
5
／
3
1
㈹

9
時
～
1
7
時
3
0
分

（
上
・
〓
・
祝
日
は
休
み
）

・
場
所
　
税
砺
課

・
必
要
な
も
の
　
印
鑑
と
運
転
免

許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

減
免
に
つ
い
て

高
齢
者
等
に
係
る
固
定
資
産
税

・
都
市
計
画
税
の
減
免

固
定
資
雁
税
・
都
再
計
画
税
の

納
税
が
囚
難
で
あ
る
方
が
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
し
た
揚
合
、
申

諦
に
よ
り
自
ら
住
ん
で
い
る
自
己

居
住
用
資
廉
　
（
上
地
・
家
屋
）
　
の

国
定
資
雇
税
・
都
両
計
画
税
を
減

免
し
ま
す
。

【要件】

㊥
所
有
者
が
妖
婦
（
葉
天
）
、
特
別

障
雷
若
（
1
級
・
2
級
）
ま
た
は

6
5
歳
以
上
（
1
月
1
日
現
在
）
の

い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

㊥
所
有
者
及
び
所
有
者
と
生
計
を

．
に
す
る
す
べ
て
の
方
の
前
年

中
の
所
得
金
郷
が
、
住
民
税
均

等
割
非
課
税
限
度
徴
以
下
で
あ

る
こ
と
。

⑧
自
己
居
住
用
家
屋
の
延
妹
面
積

が
7
0
2
m
以
下
で
あ
る
こ
と
。

I
少
同
定
質
雁
税
・
郁
再
計
画
税
徹

が
5
万
冊
以
下
で
あ
る
こ
と
。

【
減
免
額
】
固
定
資
雁
税
・
都
両
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計
画
税
の
2
分
の
1
相
当
額
を

減
兜
し
ま
す
。

【
申
請
・
間
合
先
】
納
期
限
ま
で

に
税
携
課
固
定
資
虚
税
係
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
納
付
流
の
税
額
に
つ

い
て
は
還
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
に
つ

い
て

住
宅
の
耐
霞
改
修
に
伴
う
固
定

哉
産
税
の
減
額
措
置
・
住
宅
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う
固
定
資
雇

税
の
減
額
指
摘
・
省
エ
ネ
　
（
熱
損

失
防
圧
）
　
改
修
に
伴
う
減
額
措
置

に
つ
い
て
は
、
税
務
課
固
定
資
雇

税
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ

い
て

◆
対
象
者
∴
⑪
身
体
障
害
者
等
の

方
が
所
有
・
使
用
す
る
場
合

②
身
体
陣
富
者
等
の
方
と
生
計
を

同
じ
に
す
る
人
が
所
有
し
、
も

っ
ぱ
ら
障
害
者
の
た
め
に
運
憶

を
す
る
場
合

③
佳
活
保
護
法
の
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
が
所
有
・
使
用
す
る
場

合
⑧
公
益
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

行
政
相
談
委
員
に

坊
　
　
傭
氏
（
再
）

（
忠
岡
町
担
当
）

ま
ず
は
人
権
広
報
課
（
℡
2
2
・

1
1
2
2
）
　
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

納
税
通
知
書
、
印
鑑
、
群
書
者

手
帳
や
生
活
保
護
証
明
書
等
、

免
許
証
、
車
検
証

★
昨
年
減
免
を
受
け
た
方
は
継
続

申
請
の
み
で
可
　
（
申
請
書
は
納

付
書
と
同
時
郵
送
）

★
な
お
、
申
請
書
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
（
個
人
番
号
）
　
の
記
蔵
が
必

要
で
す
。
申
請
書
提
出
時
に
、

番
号
確
認
　
（
申
請
書
記
載
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
真
正
性
）
　
と
本

人
確
認
　
（
成
り
す
ま
し
等
の
防

圧
）
　
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
そ
れ
に

代
わ
る
確
認
書
類
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

★
車
を
買
い
換
え
た
方
は
再
申
請

が
必
要
で
す
。

★
自
動
車
税
　
（
普
通
車
）
　
と
の
重

複
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
付
締
切
日
…
納
期
限
ま
で

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
減

免
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
閏
】
税
務
課

▼
大
阪
府
域
地
方
税
徴
収
機
構
へ

の
参
加
に
つ
い
て

本
町
で
は
、
税
金
の
滞
納
事
案

に
対
し
て
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
滞
納
者
に
対
し
て
様
々
な
取
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
阪
府

は
じ
め
席
内
2
7
市
町
で
設
寵
さ
れ

た
大
阪
府
城
地
方
税
徴
収
機
梢
へ

本
町
も
平
成
2
9
年
度
よ
り
参
加
い

た
し
ま
す
。

平
成
2
9
年
4
月
以
降
よ
り
、
順

次
、
事
案
の
徴
収
機
樺
へ
の
引
継

ぎ
を
行
な
い
ま
す
。

◆
徴
収
機
棚
で
の
取
扱
事
案
（
例
）

・
長
期
間
納
税
が
滞
っ
て
い
る
事

案
・
納
税
資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
納
税
が
無
い
事
案

・
高
額
の
税
を
滞
納
し
て
い
る
事

案
な
ど

陸
が
い
者
福
祉

【
い
さ
か
い
支
援
謀
】

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
1
期
分

介
護
保
険
料
第
1
期
分

納
期
限
は
5
月
l
日
で
す

▼
特
別
障
か
い
者
手
当
・
障
か
い

児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手

当
受
給
の
方
へ

～
4
月
分
か
ら
手
当
額
が

改
定
さ
れ
ま
す
～

・
特
別
陣
が
い
者
手
当

2
6
、
8
3
0
円
－

2
6
、
8
1
0
円

・
陣
が
い
児
福
祉
手
当
・
経
過
的

福
祉
手
当

1
4
、
6
0
0
円
－

1
4
、
5
8
0
円

特
別
階
が
い
者
手
当

◎
支
給
対
象
…
満
2
0
歳
以
上
の
在

宅
の
方
で
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
若
し
く
重
度
で
永
続
す
る
瞳

が
い
（
知
的
障
か
い
を
含
む
）
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

◎
支
給
制
限
…
⑪
病
院
等
に
3
カ

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

②
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

⑧
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
覇

者
の
所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ

る
方

瞳
が
い
児
福
祉
手
当

◎
支
給
対
象
…
満
2
0
歳
未
満
の
住

宅
の
方
で
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
重
度
で
永
続
す
る
陣
が
い

（
知
的
障
か
い
を
含
む
）
　
が
あ

る
た
め
日
常
生
活
に
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
方

◎
支
給
制
限
…
⑪
障
害
年
金
な
ど

の
陣
か
い
を
支
給
理
曲
と
す
る

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

②
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

③
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ

る
方

【問】◆
大
阪
府
帯
和
田
チ
ビ
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
　
生
活
福
祉
課

℡

0

7

2

・

4

4

1

・

2

7

6

0

◆
役
場
い
さ
か
い
支
援
謀

▼
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
月
額
が
平
成
2
9
年
4
月

分
か
ら
変
わ
り
ま
す

◎
児
童
挟
饗
手
当

◎
特
別
児
童
挟
趣
手
当

こ
と
も
　
【
子
音
て
支
援
壁

▼
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当

平
成
2
8
年
1
2
月
～
平
成
2
9
年
3

月
の
4
ヵ
月
分
に
つ
い
て
、
児
童

扶
養
手
当
は
大
阪
府
か
ら
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
は
厚
生
労
働
省
か

ら
、
4
月
1
1
日
　
（
火
）
　
に
指
定
日

座
に
振
込
み
ま
す
。

学
　
校
　
【
教
育
総
務
課
】

▼
平
成
2
9
年
度
義
務
教
育
就
学
援

助
費
申
請
受
付

○
申
請
書
配
布
期
間



KANKUUNEWS 
関西国際空港情報 

★「ファーストキャビン関西空巷」 

オープン！ 

3月30日に、飛行機のファーストクラス 

をイメージしたコンパクトホテル、「ファ 
－ストキャビン関西空港」がオープンしま 

した。第1ターミナルビルと第2ターミナ 

ルビルの、両方へのアクセスが容易なエア 

ロプラザ内に位置し、お客様に24時間快適 

な空間を提供します。 

深夜、早朝便をご利用の方にも、便利に 

ご利用いただける、2時間からのショート 

ステイプランもございます。 

「和」のコンセプトを表現した内装デザ 

インと丁寧なサービスにより、空の玄関口 

として、日本の美とおもてなしを体感いた 

たける施設となっていますので、関西空港 

からお出かけの際はぜひご利用ください。 

No606　2017．41（10）

～
4
月
2
8
日
　
（
金
）

・
役
場
4
階
教
育
総
務
課
で
配
布

し
ま
す
。

※
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
受
付
期
間
　
～
4
月
2
8
日
（
金
）

○
認
定
・
支
給
　
教
育
委
員
会
が

審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

★
昨
年
認
定
さ
れ
た
方
も
、
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
。

農
業
だ
よ
り
【
就
業
振
興
課
】

▼
2
月
の
忠
岡
町

農
業
委
員
会
活
動
状
況

◆
2
月
2
1
日
　
定
例
農
業
委
員
会

を
開
催

・
議
案
第
2
号
　
相
続
税
の
納
税

猶
予
に
関
す
る
適
格
者
証

明
に
つ
い
て

◆
2
月
9
日
　
泉
北
地
区
農
業
委

員
会
連
合
会
視
察
研
修
参
加

（
兵
庫
県
二
木
両
）

◆
2
月
2
4
日
　
都
南
農
業
振
興
に

か
か
る
I
A
・
農
委
代
表
者

〔
圃
棚
鼠
同
日
思
円
〕

▼
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢

者
福
祉
計
画

住
み
な
れ
た
地
域
の
中
で
、
お

互
い
を
支
え
あ
い
な
が
ら
、
い
き

い
き
と
し
た
生
活
を
持
続
で
き
る

一
平
成
2
9
年
度
公
立
保
育
所

臨
時
保
育
士

●
雇
用
期
間
　
※
契
約
更
新
あ
り

平
成
3
0
年
3
月
3
1
日
ま
で

●

資

　

　

格

　

保

育

上

資

格

※
経
験
不
問

●
妹
集
人
数
　
若
手
名

●
勤
擬
時
間
　
⑪
月
～
上
の
5
日

間
拗
砺
　
（
シ
フ
ト
制
）

9
時
～
1
7
時
1
5
分
の
間
で
実

働
7
・
5
時
間

②
月
～
金
…
7
時
3
0
分
～
9
時

・
1
7
時
～
1
8
時
約
分

上
…
1
3
時
～
1
8
時
5
0
分

※
勤
務
シ
フ
ト
応
相
談

●
鱈
∴
∴
金

㊥
時
給
…
1
、
2
5
0
1
J

②

時

給

…

1

、

2

0

0

1

●

休

　

　

日

　

日

曜

、

祝

日

●
交
通
費
　
師
離
に
応
じ
て
支

給
　
（
月
上
限
1
万
日
）

●
待
　
　
遇
　
各
種
社
保
完
備
、

有
給
休
暇
あ
り

●
応
　
　
撲
　
子
育
て
支
援
謀
ま

で
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
雷

（
写
真
貼
付
）
・
資
格
証
明

書
　
（
コ
ピ
ー
可
）
　
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
　
子
育
て
支
援
課

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

1

1

2

2

よ
う
本
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

募

集

人

数

　

2

名

応
募
資
格
　
忠
岡
町
在
住
の
満
4
0

歳
以
上
の
方

応
募
方
法
　
宮
製
は
が
き
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
先
　
〒
5
9
5
・
0
8
0
5
忠

岡
町
忠
岡
東
1
の
3
4
の
1
　
忠

岡
町
役
場
い
さ
か
い
支
援
課
宛

※
喧
接
窓
日
で
も
受
付
中
。

応
募
締
切
　
4
月
1
4
日
　
（
金
）

当
日
消
印
有
効

【
聞
】
　
い
さ
か
い
支
援
課

▼
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地
創

立
0
0
周
年
記
念
行
事

・
日
　
時
　
4
月
1
6
日
　
（
H
）

9
時
～
1
5
時

・
場
　
所
　
陸
上
自
衛
隊
信
太
山

駐
屯
地

（
大
阪
府
和
泉
正
伸

太
町
営
布
地
）

・
内
　
容
　
観
閲
式
、
体
験
試
乗
、

音
楽
・
太
鼓
演
奏
、

子
供
広
場
等

※
一
般
来
場
者
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。
公
共
の
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
I
R
阪
和
線
信
太
山
駅
よ
り
徒

歩
1
5
分
　
（
信
太
山
駅
よ
り
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
）

《
入
場
蕪
料
》

【
周
】
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯

地
広
報
室
　
℡
4
1
・
0
0
9
0

4
月
1
日
か
ら
、
「
自
治
防
災

課
」
を
　
「
自
治
政
策
課
」
　
に
課
名

変
更
し
ま
す
。

自
治
会
や
防
災
な
ど
の
担
当
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

善
意
の
寄
附

・
金
2
0
万
円
　
（
匿
名
）〔

福
祉
資
金
〕

福
祉
セ
ン
タ
ー
寄
贈
品

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
お
茶

4

ケ

ー

ス

小
西
　
光
子
様
　
（
中
3
）

〔
亡
夫
供
養
〕

還
吋
霊
詐
欺
に

ご
注
意
く
一
だ
さ
い

本
町
職
員
を
騙
り
、
医
療
費
・

保
険
料
等
を
還
付
す
る
の
で
、
最

寄
り
の
A
T
M
　
（
現
金
自
動
頂
払

機
）
　
へ
誘
導
し
、
巧
み
な
言
葉
で

お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
還
付
金
詐

欺
の
電
話
が
、
町
内
で
多
発
し
て

お
り
ま
す
。

役
場
か
ら
、
還
付
手
続
き
の
た

め
に
、
A
T
M
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

還
付
金
詐
欺
等
に
関
す
る
お
問

合
せ
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
。

相
談
日
時
　
毎
週
火
・
金
雌
‖

3

士

寸

～

6

寺

相
談
場
所
　
虚
業
振
興
課
（
4
階
）

【
問
】
座
業
振
興
課



工
教会青

天

だ
よ

忠岡みなとマーケット
日　時　4月30日（日）9時～

会　場　忠岡漁港

※今回も人気の試食コーナーがあります。

～フリーマーケットの出店者募集中～

！【間】忠岡漁業協Ir渦l合　℡32・0459　！
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産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
い
た
『
創
業
支
援
事
業
』

●
起
業
・
創
業
の
総
合
相
談
窓
口

資
金
調
達
や
事
業
プ
ラ
ン
の
作

成
、
行
政
機
関
へ
の
手
続
き
な

ど
、
起
業
・
創
業
す
る
ま
で
の
各

種
の
お
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
な
お
悩
み

の
解
決
だ
け
で
な
く
、
起
業
後
の

サ
ポ
ー
ト
も
実
施
し
ま
す
。

●
起
業
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

起
業
・
創
業
に
必
要
な
　
「
経
営

・
財
携
・
人
事
管
理
・
販
売
方

法
」
　
の
基
本
知
識
を
短
期
間
で
習

得
い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
ま
す
。
（
随
時
）

●
起
業
・
創
業
支
援
補
助
金

事
前
に
忠
岡
町
商
工
会
の
審
査

を
経
て
、
町
域
内
で
創
業
で
き
た

場
合
に
は
、
「
起
業
・
創
業
支
援

補
助
金
」
　
（
創
業
軽
輩
の
2
分
の

1
、
上
限
1
0
万
円
）
　
の
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【囲】・
総
合
窓
口
…
忠
岡
町
商
工
会

℡
3
3
・
3
2
0
8

・
支
援
窓
口
…
役
場
産
業
振
興
課

町
内
経
営
書
を
廊
接
し
ま
す

恐
岡
圃

し
桑
品
警
告
孝
男

嚢
顕
鶴
助
轟

忠
岡
町
で
は
、
本
町
在
住
の
高

校
生
以
上
の
者
ま
た
は
町
内
事
業

所
に
勤
務
す
る
者
が
、
希
望
す
る

職
業
や
就
労
に
適
し
た
技
能
や
資

格
を
習
得
し
た
経
緯
の
一
部
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【対象者】

・
国
家
資
格
及
び
技
能
検
定
等
に

合
格
し
た
者

・
公
的
・
民
間
資
格
で
研
修
等
の

修
了
が
資
格
と
同
等
と
考
え
ら

【
問
】
産
業
振
興
課

れ
る
技
能
を
瑠
得
し
た
者

・
他
の
補
助
制
度
の
適
用
が
な
い

者【補
助額
】

・
国
家
試
験
受
験
料
‥
経
費
の
2

分
の
1
の
額
　
（
上
限
2
万
）

・
各
種
技
能
検
定
等
‥
経
費
の
2

分
の
1
の
額
（
上
限
3
万
）

●

●

●

●

〃

●

●

●

●

●

●

●

●

〃

●

●

〃

●

〃

●

●

〃

●

〃

●

〃

●

○

○

●

○

○

l

…
町
の
　
『
中
小
企
…

…
業
退
職
金
共
済
…

…
制
度
』
　
加
入
促
…

…
進
補
助
制
度
　
…

〃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〃
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●

●

〃

●

〃

●

○

○

●

○

○

●

〃

〃

●

〃

●

〃

〃

●

○

○

＿

●

●

●

●

●

〃

〃

○

○

＿

国
の
　
『
中
退
共
』
　
へ
の
加
入
促

進
を
図
る
た
め
、
加
入
事
業
者
に

対
し
て
、
そ
の
掛
け
金
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。

・
対
　
象
…
『
中
退
共
』
　
に
加
入

（
事
業
主
負
担
）
　
し
、
常
時

雇
用
す
る
従
業
員
が
細
入
以

下
の
町
内
の
事
業
所

・
交
付
期
間
・
交
付
割
合

事
業
所
が
契
約
し
た
H
の
属

す
る
月
か
ら
3
年
間
　
（
3
6
ケ

月
）
、
掛
金
の
2
5
％
　
（
1
人

当
た
り
月
額
2
5
0
円
が
限

度
）
　
を
補
助

・
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合

納
付
し
た
掛
け
金
の
内
訳
書

を
添
え
て
4
月
1
4
日
（
金
）
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
毎
年
4
月
～
翌
年
3
月
の

1
年
単
位
）

・
申
請
書
…
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
書
　
（
様
式
）
　
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
が
、

役
場
4
階
『
産
業
振
興
課
』

で
も
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
中
小
企
業
が
、
販
路
拡

大
の
た
め
新
規
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
す
る
場
合
、
既
に
開
設
し

て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
変
更
す

る
場
合
、
開
設
す
る
費
用
の
一
部

を
町
が
補
助
し
ま
す
。

《
対
　
象
》

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法

人
、
個
人
事
業
主
、
商
店
会
、
廃

業
関
連
団
体
が
新
規
に
開
設
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
既
に
開

設
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
変

新
規
学
卒
者
を
採
用
さ
れ
た

企
業
の
み
な
さ
ま
へ

忠
岡
町
新
規
学
卒
就
職
者
激
励

委
員
会
（
町
内
企
業
、
忠
岡
町
、

商
工
会
で
構
成
）
　
で
は
、
毎
年
忠

更
を
外
部
委
託
す
る
場
合
。

《
補
助
内
容
》
　
補
助
対
象
経
錨
の

2
分
の
1
以
内
で
、
上
限
5
万

円
。
　
（
千
円
未
満
切
捨
）

《
補
助
対
象
経
理
》

自
社
商
品
等
の
広
告
宣
伝
・
販

路
拡
大
を
目
的
と
し
て
外
部
委
託

に
要
す
る
経
蹄
。

★
注
患
事
項
‥
・
事
業
開
始
3
0
日
前

ま
で
に
補
助
金
交
付
申
請
書

を
提
出
す
る
事
が
必
要
。
な

お
以
前
に
補
助
を
受
け
た
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
補
助
対
象
外
も
あ
り
ま
す
の
で

詳
し
く
は
　
「
廃
業
振
興
課
」
ま

で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岡
町
内
事
業
所
に
就
職
さ
れ
た
新

規
学
年
者
に
就
職
応
援
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
忠
岡
町
の
企
業
に
新
し
く
社

会
人
と
し
て
就
職
さ
れ
た
皆
様
を

歓
迎
し
応
援
す
る
た
め
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
実
施
は
、
該
当

者
把
握
の
関
係
上
5
月
下
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
委
員
会
ま
で
企

業
名
、
氏
名
、
性
別
等
を
ご
連
絡

（
登
録
）
　
く
だ
さ
い
。

登
録
締
切
　
4
月
日
日
（
火
）

【
問
】
忠
岡
町
商
工
会

（
激
励
委
員
会
事
務
局
）
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申房は網子すが？町の福祉医療助成制度
制　　　度　　　名 ��x������7�������,ﾈ������>�������vR�

子とも医療 【批】子育て支援課（内258） ����ﾉ���ｲ�

・通院…小字校卒業年度末まで（子ども医療品交付） 
・入院…中辛校卒業年度末まで（入院時食事療塞野合む） 

（中半生の入院については、償還払いになります） 

②所得制限なし 
③一部自己負担額 

・11菊療機関あたり入・通院　各5001－1j／lII（月2用限度） 

・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500出 

（2500日を超える場合は、別途申請により償還払い） 

ひとり親家庭医療 ●● °く＞ 口 【担】子育て支援謀（肉258） ����ﾉ���ｲ�・18歳に到適した年度末Ilまでの子とその親の入・通院 
・母子家庭・父子家庭、両親のいない子と韮育者 

②所得制限 
※兄葦扶養手当（－一部支給）の所得制限を準IiJ 

2人（扶養親族等の数）268方iリ未満 

③一部自己負担額 
・1医療機関あたり人・通院各500日／lII（月2日限度） 
・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500IIJ 

（2500円を超える場合は、別途申，荊こより償還払い） 

陣がい者医療 ����ﾉ���ｲ�（ア）1－2級の身体陸がい若手帳所持者（児） 
（イ）重度の知手I紳拐部、者（兄） 

′ ���4X�ｩ(i7�,ﾉ&ﾙ4���*�*(�(,X���y�ﾈ､ｸ*ｨ*(�(詹*��鰄�(�佛ｨ�｢�
くブ ���4x�ｩ�ﾉ7���8,ﾉ&ﾙ4�/ｸ*ｨ*(�"�

【担】いさかい支援謀（内203・207） ���;��xﾌ��

戦略雷基礎年金（全部支給停止）の所得細眼を準用 
本人所得462万ilJIT旧以下（単身の場合） 

③一部自己負担額 
・1灰療機関あたり入・通院各500円／lIi（月2用浪度） 
・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500ilJ 

（2500日を超える場合は、別途申請により償還払い） 

老人医療 一部負担金 等一部助成 ����ﾉ���ｸ���X�Y;X*ｨ*))�ｸy|8�h��4��ｨ��48�ｨ��4X�ｨ,丼�9h+x.倆(ｷ�-��X-�,h.椅ｲ�家庭医療」に該当する者（所得制限については、信己それぞれの医療のと 
おり） 

・同の難病としての公雄角fr1匹源の対象となる特定疾患を有する者、感染症 

の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づく結核、自立文 
授（精神通院）に関する法律に基づく医療を受けている者（所得制限　本 
人所得259万円以下：2人TI星置） 

（65歳以上） ��自YH齪ﾌ厩�%8ｧｨ����9|8ｴ�ｭh*�+ﾘ.�?ﾈ�Y,ｨ��ｦSS��免ｨ�����ﾃ��佇�)w�k｢�

【批】保　険　課（内221・222） �7��ｨ�����ｸ�#��ﾈ*�+ﾘ.��9hﾈ餽俤xﾌ�7逢｣#S��免ｨ��#S��?ｨ/�+H*h.��｢�
合は、別途申請により償還払い） 

特薦不妊満願賛

肋成霊変相事業について

特定不妊治療（体外受精）にかかる費用の一郎（1

回の助成につき上限50，000円）を助成します。

≪対象となるのは

下記の①～③を満たすご夫婦です≫

㊥助成金の交付を申請する年度の4月lilから申請日

に室るまで、夫婦の両者が本町に屈住していること

雇特定不妊治療を受けた夫婦であって、特定不妊治療

以外の治療法によっては妊娠の見込みがないか、ま

たは極めて少ないとけ部面に診断されていること

（事）大阪府特定不妊治療艶助成事業実施要綱に基づ

く、大阪府特定不妊治療費助成事業承認書の交付

を受けていること

【問】保健センター　℡22－1122

ひとの動き　＝

17．377人（－27人）

8，416人（－15人）

8．961人（－12人）

世帯　　7．648（－1）

≪2017年2月末現在≫
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匪聖上の方の介離険料lこ国
平成29年度の介護保険料は、本年4月1日現在の世嗣状

況と本人や冊龍王の前年の所得などをもとに、7月に所得

段階が確定します。なお、確定するまでは、特定的に、日成

28年度と同じ段階区分の保険料をもとに、仮算定した額で

ご納付いただきます。

美章手鍋は7月に「介護保険料納入通知膏」でお知らせします一二

（D既に年金から天引きされている方

2月と同じ保険科額を4月・6月・8月の年金支給時に

天引きします。

崇「介護保険料　仮徴収額通知膏」は送付しませんのでこ了

承ください。

②年金からの天引きが開始される方

介護保険料を納付書またはil座振替によりご納付されて

いた方のうち、年金保険者から通知のあった方については

年金からの天引きを開始します。対象者の方には、4月上

flJに「介護保険枠　仮徴収額通知書」を送付します。

※Ii）2）の方の保険料は、所得段階が碗定後、8月の年金の支

給iI部こ差額を調整することがあります。

③納付書または口座振替でご納付いいただく方

65歳に到達した方や、年金から天引きできない方は、納

付書またはLl座振替でご納付いただきます。

※既に65歳の方は、4月上IlJに「介護保険枠仮徴収額

通知書」を、4月以降の年度途中に65歳に到達される

方は、年齢到達の翌月上旬（※4月から6月に65歳に

到適される方は7月上旬）までに「介護保険料納入通

知書」を送付します。

【間】いさかい支援謀　℡22－1122

介護保険サービス及び障害福祉サービスのご利用 

の事なら何でもさららケア忠岡へご相談ください 

ませ。当事業所ホームページ：www．societv．co．jp 

訪問介護職員【ヘルパー】募集中 

さららケア忠岡【担当：朝野舜】 

認諾郡忠岡町馬瀬3＿12＿15　さららケア 
℡0725－33－2775FAXO725－33－6061　　　TADAOKA 

Email言nfo＠societv．co．jp 

広報「ただおが」へ広告を出しませんがll
●毎月1回（年間12回）原則1日発行

●縦5cmX横8cm（モノクロ）1回5，000円

（年間申込の場合、町内割引60．000円→55，000円）

1月最大6枠／枠ことに申込順で受付けます。

（行政・子とも、スポーツ・健康、保健の各ページ2枠）

※詳しくはホームページをご覧ください。

人権広報課（℡22－1122）
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。
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介
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④
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℡

2
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2
2
）
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で
。



保険料額のお知らせと納め方
①普通徴収（口座振替や納付書でお支払い）の方

本年7月に、平成29年度の後期高齢者医癒保険料の

決定（本算定）にかかる「保険料額決定通知書」と「納

入通知書」の一体型通知書を送付しますので、その後

口座振替や納付書（納入通知書）の方法により9期（7

月から翌年3月まで）で納めていただきます。

※年度途中で特別徴収に変更となる場合があります。

●本算定後の特別徴収

平成29年度の後期高齢者医療保険料の決定（本算定）

②特別徴収（年金からのお支払い）の方

年金受給額が年額18万円以上の方は、原則年6

回の年金受給日に、その年金から両棲お支払いいた

だきます。

※特別徴収をやめて、ii座振替でのお支払いを希

望される方は、役場の後期高齢者医療担当窓口

への申出により、変更することができます。

後の10月以降、引き続きまたは新たに特別徴収となる

方は、7月に「保険料額決定通知書（特別徴収欄に保険料決定額の記載があるもの）」を送付します。

10・12・2月の年金受給時に、平成28年中の所得に基づいて計算された年間保険料から仮徴収等により既に

納めていただいた金額を差し引いた額を、支払回数に振り分けて納めていただきます。

後期高齢者医療制度の対象となる方（被保険者）

（1）75歳以上の方

（2）65歳から74歳の方で、申請により広域連合か一定

の障害（※）かあると認めた方

（※）一定の障害とは

く〉同氏年金法等における酷書年金：1・2級

◇身体障害者手帳：1・2・3級および4級の一部

◇精神障害者保健福祖手帳：1・2級　◇療育手帳：A

青－∴息百計

後期高齢者医療 

人間ドック費用の一部助成 

大阪府後期高齢者隆療広域連合では、被保険者の方々

が人間ドックを受診された場合の壁用の一部を助成して

おります。費用の助成を受けるには、役場の担当窓口に

必要書類をお持ちいただき、申請する必要があります。

なお、各年度中（4月1日から翌年3月31日まで）1

回の受診に対し、26，000iiJを上限として費用の一

部を助成します。

《申請に必要なもの〉

1．人間ドックの領収書の写し

2．検査項目が確認できるもの（検査結果通知書の写しなど）

3．被保険者証

4．11座情報がわかるもの　　　5．印かん

《注意事項〉

人間ドックを受診された方は、申請されるまでの

間、領収書等を大切に保管願います。

【問】大阪府後期高齢者医療広域連合給付課

℡0　6－4　7　9　0－2　0　31

【問】

◎大阪府後期高齢者匪嬢広域連合　資格管理課

電　話　06－4790－2028

FAX　06－4790－2030

※受付時間：月～金曜日（祝日を除く）

9時～17時30分

◎忠岡町健康福祉部保険課

℡0725－22－1122

後期高齢者医療健康診杏について 

大阪府後期高齢者医療広域連合の被保険者

の方々に「健康診査受診券」を、4月下旬頃に

「受診券在中」の記載のある封筒にてお送りし

ます。（年度途中に新たに75歳になられる方

には誕生月の翌月当初に順次お送りします）

受診券がお手元に届きましたら、広域連合

が指定する医療機関等において、受診券に記

威された有効期限までに、無料（年度中に1

回）で受診することができます。受診の際

は、事前に医療機関等にご連絡の上、受診券

と被保険者証を忘れずにお持ちください。

ただし、以下に該当する長期入院中や施設

入所中の方などは、病院・施設において健康

管理が図られているため、健康診杏の対象者

から除いています。

（主）病院または診療所に6カ月以上継続して入

院中の方

（②特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、

護嚢老人ホーム、陣富者支援施設などの施

設に入所または入居している方

※退院・退所したなど事情変更があった場合

は、受診券を発行いたしますのでお問い合

わせください。
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【後期高齢者医嬢制度に関するお知らせ】

平成29年度1こおける保険料1こついて

後期高齢者医療制度の保険料率は、2年ごとに設定しています。

平成29年度の保険料は、大阪府後期高齢者医療広域連合議会で審議され、以下のとおり決定され

ました。

保 侈���{��僖隗ｨ�｢�

（※） 

被保険者均等割額 
被保険者l人当たり 

51，649円 

（※）保険料の年額の限度額は57）引iJです。

保険料の軽減が受けられる場合

所　得　割　額 

賦課のもととなる所得金納 

※所得謝率10．41％ 

①被保険者均等割額の軽減

ii招きの所得水準に応じて保険料の被保険者均等剖額（51，649ilJ）

所得の判定区分 佗侏葵Hﾘr�闇離籍 

㊥下欄（訓こ属する被保険者であり、かつ 祷��ｨB�5，164円 

当該Ii措手の被保険者全員の各所得が0 

11であるとき（ただし、公的年金等搾 

除額は80万円として計算する） 

②i朋帯（同一旧制向の被保険者と世帯主） 嶋�CXｨB�7，747円 

の総所得金額等が、塞礎控除額（33万 

ilJ）を超えないとき 

tiiS）世帯（同一世帯内の被保険者とi世帯主） 店��ｨB�25，8241－11 

の総所得金額等が【塞礎控除額（33万 

円）＋27万llix被保険者の数】を超え 

ないとき 

④世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主） �(����eR�41，319円 

の総所得金額等が【基礎控除額（33万 

甘）＋49万円×被保険者の数】を超え 

ないとき 

②所得割額の軽減
所得割額の賦課対象者のうち、

所得剖額算定にかかる所得金額が

58万円以下（年金収入のみの場

合は、その収入が211万円以下

※）の方については、所得割額が
一律2割軽減されます。

※収入のあった隼の12月3111時点

で65歳以上の場合。

※平成30年度以降、この軽減措筒

は廃止になります。
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③会社の健康保険などの被扶護
者であった方の保険料の軽減

後期高齢者医療制度に加入する

臼の前回こおいて、会社の健康保

険や共済組合、船員保険の被扶養

者であった方は、所得割額は課さ

れず、被保険者均等割額の7割

（平成29－30年度の間で軽減率が

変わります）が軽減されます。

※国民健康保険・国民健康保険組

合加入者は対象となりません。

が軽減されます。

※塞礎控除額等の数値については、

今後の税法改II豊臣こよって変動す

ることがあります。

※軽減に該当するかどうかを判断す
るときの総所得金額等には、専従

者控除、譲渡所得の特別控除の税
法上の規定は適用されません。

※国民健康保険と同様、当分の間、

年金収入につき公的年金等控除を
受けた65歳以l二の方については、

公的年金等に係る所得金額から15

相中を控除して軽減判定します。
※世帯主が被保険者でない場合で

も、そのIi瑞江三の所得が軽減判定
の対象となります。

④留憲事項
軽減対象となる方の判定は、大

阪府後期高齢者医療広域連合が、

刷メ川」▲村から提供された所得情報

に基づいて行いますので、被保険

者の皆さまから申請をいただく必

要はありません。ただし、所得情

報がない場合は判定ができません
ので、I同区間「村の後期高齢者医療

担当窓口への簡易申告等が必要で

す。



◆役場の各腫肥談◆
℡22－

1122
●○●○○●○○●〇〇〇〇〃〇〇〇〇●○○●●〇〇〇〃●●〇〇〇●○○●○○●○○●〇〇〇〇●○○●○○●〃〃○○●○○●○○●〇一

【法律相談】4／2鋤く）13：30～　役場3階交流センター

★当日9時から電話受付（先着6名）　　人権広報課

【行政相談】電話受付　　　　　　　　　　　　人権広報課

【人権相談〔要予約〕】4／18（火）

★14日㈲までに電話予約　　　　　　　　人権広報課

※一般の人権相談は5階人権広報課で。9：00－17：30

【生活困窮者相談】毎週月曜日10：00－12：00

★電話受付優先・1日2件まで　　　いさかい支援課

【労働相談】①特設労働相談　4／20休）13：30－15：30

★予約不要　　　　　1階いさかい支援課横相談室へ

【就労相談】（地域就労支援）月～金　9：00－17：30

★予約不要　役場4階産業振興課へ

【消費生活相談】火・金13：00－16：00（受付15：30ま

で）当日4階産業振興課へ　　　【問】産業振興課

【進路相談】（奨学金相談）

（D月～金曜日10：00－16：00　　　　　学校教育課へ

②土～日曜日10：00－16：00

児童館事務所へ　℡22－8602

【女性電話相談】都合により4月はお休みとなります。相

談は人権広報課まで。

【児童相談】　　　　　　　　　　　　　　　子育て支援課

【老人介護支援センター】24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただおか（特別養護老

人ホームピープルハウス忠岡内）　　　　℡46－7200

総合福祉センタ一
束忠岡老人いこいの家 行事予定

総合福祉センター　　℡22－0350
●なつかしの映画会　　4／4㈹13：30－

●春まつり　　　　　　　4／11（火）13：30－

●カラオケ会　　　　　　4／18㈹13：30－

〔受付4／12（水）15時まで〕

●交通安全教室　　　　4／20㈹13：30～

●編み物教室　　　　　　4／25（火）13：30－

〔受付4／3－14〕

●わくわく健康体操　　4／27休）13：30～

☆民謡踊り教室
☆囲碁・将棋
☆おかめひょっと

☆ハワイアンフ

☆新　舞　踊

☆吹　き　矢

13：30－

13：30－

10：30一一

10：30－

13：30－

13：30一

東忠岡老人いこいの家　℡22－1567
●交通安全教室　　　　　4／21（偽13：30－

☆カラオケクラブ　　月一木　　13：00－

☆音楽クラブ　　　　　火　　　10：00～

☆健康体操クラブ　　　月　　　10：00～

高齢者の生きがいと健康つくり推進事業

編み物教室　ハーモニーカーディガン

4月25日（火）13時30分より

材料費　4，170円　申　込　4／3（周一14（斜

対　象　忠岡町在住の60歳以上の方

【間】社会福祉協議会事務局　℡31－1666

古曲橋
本川本

リ

仲ヨ洋行桃睦満光　久英
明　千　手正代男　子　手術子樹
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（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）

／
ふ
て
／
高
で
一
有
難
、
「
当
館
、
′
蕊
で
一
／
食
、
／
蕊
で
子
へ
＝
や
へ
ボ
言
、
将
一
／
、
難
、
／
ふ
や
／
心
で
／
怠
、
／
、
鍬
、
／
、
雄
一
／
、
難
；
一
戴
、
／
心
で
；
当
機
、
／
、
機
工
／
や
／
や
／
点
へ
／
人
や
／
、
芯
一
／
芯
、
「
当
機
、
五
戒
、
ノ

5
月
号
題
　
『
集
ま
る
』
　
4
月
5
日
　
締
切
厳
守

6
月
号
題
　
『
結
ぶ
』
　
5
月
5
日
　
締
切
厳
守

※
一
人
冗
句
ま
で
。
ハ
ガ
キ
か
封
書
・
F
A
X
で
左
記
へ
《
∪

〒
先
生
∴
八
二
　
忠
岡
中
2
十
日
1
6
－
2
0

「
忠
岡
川
柳
会
」
正
木
神
明
宛
　
へ
℡
・
F
A
X
　
3
3
・
6
C

次
回
定
例
会
　
4
月
1
6
日
　
（
第
3
日
嘱
目
）
　
牛
後
1
時
3
0
分

金
水
火
金
月
余

●

　

　

　

　

●

水
月

こ

　

ラ

植
物
に
愛
を
注
げ
ば
美
し
く

献
立
を
考
え
る
の
も
脳
ト
レ
か

ビ
フ
テ
キ
に
食
指
う
ば
わ
れ
ヤ
ケ
ド

装
飾
品
「
買
い
ま
す
」
　
の
字
に
揺
れ
る
老
い

知
り
つ
つ
も
巧
言
令
色
逆
ら
え
ず

職
人
の
技
に
見
と
れ
る
垣
根
越
し

行
商
が
軒
先
借
り
て
食
事
す
る

日
本
一
小
さ
い
町
で
職
探
し

老
人
は
食
の
楽
し
み
毎
日
が

貸
農
園
食
べ
頃
近
付
き
盗
ま
れ
る

年
金
で
食
べ
て
い
け
る
と
思
っ
て
た

接
触
し
！
御
免
一
言
何
故
言
え
ぬ

失
言
は
払
拭
で
き
ん
と
思
い
知
る

食
欲
が
あ
る
と
剛
腹
さ
さ
や
い
て

て
っ
ぺ
ん
禿
げ
純
毛
し
て
も
隠
し
た
い

満
腹
だ
食
前
食
後
薬
漬
け

植
樹
祭
縛
被
か
牡
丹
か
朽
葉
か

さ
く
ら
餅
食
紅
付
け
て
客
を
待
つ

朝
食
を
取
っ
て
か
ら
寝
る
な
ま
け
著

好
色
も
無
色
に
な
っ
た
ヒ
十
五

冨
山
十
日

「
〃
l
l

大
塚

鳥
谷

芦
田

網
谷

砂
原

岡
川

l
二
「
山

一

。

－

〇

・

m

。
〓
日
原

一

▲

I

工
場

原
田

勝
又
栄
美
子

上
田
　
克
子

角
谷
紗
知
子

藤
田
志
津
恵

杉
谷
　
晶
三

〇
千
が
触
れ
て
気
持
ち
高
ぶ
る
春
が
来
る
　
　
　
　
池
田
　
勝
雄

霊
好
い
で
す
ね
、
高
ぶ
る
こ
と
を
忘
れ
た
選
者
、
羨
ま
し
い
天
航
愛
と
信
じ
ま
す
？

○
触
診
に
首
傾
け
ら
れ
ゾ
ッ
と
す
る
　
　
　
　
　
　
吉
川
　
栄
子

・
…
・
聴
診
器
か
撃
か
、
し
か
し
川
柳
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
何
も
な
い
の
で
し
ょ
う

○
久
々
の
体
重
計
に
大
シ
ョ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
く
に
子

崇
食
べ
過
ぎ
か
‥
．
．
キ
ロ
が
気
に
な
る
若
い
「
女
心
し
、
自
己
ベ
ス
ト
で
頑
張
っ
て
！

思
同
州
糊
塗
（
芋
く
」
）

正
木
伸
明
達

（
○
印
は
鮪
鵬
作
句
）
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忠
岡
町
句
会

啓
艶
と
思
ふ
上
の
香
な
り
し
か
な

啓
艶
や
さ
揺
ぐ
も
の
の
行
き
来
す
る

描
き
寄
せ
し
塵
に
混
じ
り
て
地
虫
出
づ

五
分
：
．
分
八
分
も
あ
り
て
圏
の
椀

技
垂
れ
る
も
八
重
も
満
開
椀
に
酔
ふ

里
見
輝
子
運

里
見
　
輝
子

松
鳥
　
信
雄

膝
野
　
清
子

赤
松
　
朝
子

竹
中
二
律
子

地
虫
出
て
も
ど
る
こ
と
無
さ
穴
と
な
り

雛
段
に
日
差
し
部
屋
中
満
ち
て
を
り

受
験
子
と
見
送
る
母
の
ハ
イ
タ
ッ
チ

啓
轍
や
こ
れ
よ
り
畑
仕
い
そ
し
ま
ん

満
座
　
冊
子

小
向
∴
澄
子

西
川
　
房
子

棲
井
恵
美
子

次
回
　
囲
月
八
日
　
（
上
）
　
常
然
阜
　
締
切
．
．
時

兼
題
　
虚
子
忌
・
春
灯

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
！

あ
な
た
の
推
か
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

町
囚
在
住
で
、
0
0
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

煮
月
喉
日
か
ら
金
曜
日
　
へ
祝
日
除
く
）
　
9
時
～
1
7
時

随
時
受
付
　
　
　
　
　
　
　
【
年
会
雄
6
0
0
日
】

〒

5

9

5

－

0

8

1

3

　

忠

岡

南

1

－

9

－

1

5

（
忠
岡
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

℡

2

2

・

2

2

5

6

　

F

A

X

2

3

・

4

6

8

0

套

■

簑

簑

套

忠
岡
短
歌
会
詠
草
　
講
師
佐
沢
邦
子

莱
碓
思
　
（
も
）
　
わ
す
る
ご
と
く
亦
似
合
う
今
も
変
わ
ら
ぬ

師

の

溌

刺

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

風
邪
ひ
き
て
カ
サ
カ
サ
な
り
し
わ
が
足
を
「
僕
は
ヘ
ル
パ
ー
」

洗

い

く

る

る

大

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

旧

　

和

子

不
死
鳥
の
如
く
回
復
せ
し
友
の
生
き
る
証
の
短
歌
を
読
み

た

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

日

日

　

茂

幸

亡
き
母
の
：
．
上
二
の
厄
の
年
産
ま
れ
し
再
は
常
子
な
り
し

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

古

河

大

二

郎

此
の
年
も
無
事
過
ご
さ
ん
と
祈
り
つ
つ
風
化
の
中
今
別
も

捗

め

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尼

　

武

川

え
ん
ど
う
の
豆
む
き
頼
め
ば
今
夕
も
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ

孫

は

豆

む

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

間

　

雅

子

い
た
ず
ら
っ
子
天
の
シ
ェ
リ
ー
の
嫌
す
る
叱
れ
ば
反
抗
五

カ

月

に

な

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

∴

∴

寿

子

水
仙
の
匂
え
る
庭
を
通
り
週
ぐ
歩
く
ご
褒
美
こ
こ
ち
良
き

時

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

有

川

　

神

映

「
我
が
事
に
於
て
後
悔
せ
ず
」
　
の
軸
、
失
敗
あ
り
し
や
武

蔵

の

言

葉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

里

　

英

彦

当
被
り
相
子
水
天
根
手
作
り
の
ち
ん
ま
り
皿
に
相
子
も
ち

ん

ま

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

福

井

恵

美

子

あ
ま
た
な
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
展
示
物
存
在
感
に
唯
々
圧

さ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佑

沢

　

邦

子

（寸評）

★
「
葉
柄
i
の
歌
i
　
誠
に
申
し
訳
な
い
の
で
す
か
比
の
歌
は
不
日
私
を
涼

ん
で
卜
き
っ
た
作
で
す
i
　
守
成
間
年
回
月
か
ら
毎
月
忠
岡
歌
友
と
葉

し
い
時
を
週
こ
さ
せ
て
戴
い
て
い
る
日
中
く
も
囲
半
世
紀
が
過
ぎ
た
子

★
i
風
邪
ひ
き
て
し
の
歌
L
　
風
邪
を
引
い
た
か
ら
と
い
っ
て
ゆ
っ
く
り
休

ん
で
い
ら
れ
な
い
事
は
よ
く
あ
り
ま
す
i
　
日
．
肌
禄
は
気
を
梗
わ
せ
な

い
様
に
．
寸
冗
談
を
言
い
乍
ち
と
て
も
心
配
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す

★
i
不
死
鳥
の
　
の
歌
し
　
こ
不
調
に
て
現
在
は
歌
会
に
出
席
が
叶
わ
な
い

友
へ
エ
ー
ル
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
i
　
不
死
鳥
は
王
シ
フ
ト
神
話
の
霊

鳥
の
こ
と
で
、
不
死
永
生
の
象
徴
で
あ
る
　
作
者
の
友
情
を
感
じ
る

★
、
し
き
母
の
」
の
歌
　
三
上
：
．
歳
の
厄
年
に
男
児
を
産
む
と
運
の
強
い

子
に
な
る
と
云
わ
れ
て
い
る
地
方
が
今
も
あ
る
と
お
聞
き
し
た
、
－

★
「
比
の
年
も
　
の
歌
J
　
他
張
の
た
め
に
捗
か
な
け
れ
は
の
お
気
握
が
伝

わ
っ
て
く
る
　
今
年
は
‥
．
塞
回
航
が
多
く
て
春
が
待
ち
遠
し
い
ノ

（
課
題
詠
）
　
　
「
林
」

擦
り
下
ろ
す
林
檎
を
布
巾
で
搾
り
明
る
亡
母
に
飲
ま
せ
し

日

も

懐

か

し

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‖

＝

　

或

幸

水
も
れ
日
の
松
の
林
の
道
ぬ
け
て
庸
津
の
城
の
桜
見
に
行

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

古

河

大

二

郎

信
州
へ
秋
の
終
り
に
た
す
ぬ
れ
ば
真
っ
赤
な
林
檎
た
わ
わ

に

実

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

石

川

　

脅

映

忠
岡
短
歌
会
ご
案
内
∴
∴
短
歌
は
何
方
で
も
作
れ
ま
す
。

ご
見
辛
希
望
の
方
は
事
砺
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

℡
O
L
二
五
－
二
．
．
－
二
L
囲
一
　
中
村
ハ
ル
ミ

歌
会
〓
　
毎
月
第
二
日
曜
日
へ
八
月
は
変
更
の
場
合
あ
り
）

会
　
場
　
忠
岡
町
文
化
会
館
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対時

象間

本
と
の
出
会
い

忠
岡
町
図
書
館

℡
3
3
・
1
1
5
3

【
開
館
時
間
】

水
～
日
曜
日
　
　
1
0
時
～
1
8
時

新
着
図
書
案
内

《一般書》

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
衝
撃

山

田

　

　

久

宇
宙
に
は
、
た
れ
か
い
ま
す
か
？

河
出
書
房
新
社

定
年
男
子
定
年
女
子
　
日
経
B
P
社

そ
の
イ
タ
ス
ラ
は
子
ど
も
が
伸
び

る
サ
イ
ン
で
す
　
　
　
伊
藤
　
美
佳

カ
ラ
ー
リ
ー
フ
プ
ラ
、
ノ
ツ

土

橋

　

　

豊

不

発

弾

　

　

　

　

　

　

　

相

場

　

英

雄

救
急
病
院
　
　
　
　
　
　
石
原
慎
太
郎

物

件

探

偵

　

　

　

　

　

乾

　

く

る

み

終
り
な
き
夜
に
生
れ
つ
く

恩

田

　

　

陸

北

斎

ま

ん

た

ら

　

　

　

梶

　

よ

う

子

敵
の
名
は
、
宮
本
武
蔵
　
木
下
　
昌
輝

紙
の
ピ
ア
ノ
　
　
　
　
　
新
堂
　
冬
樹

騎
士
団
長
殺
し
第
1
部
・
第
2
部

村
上
　
春
樹

冬
の
日
誌
　
　
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー

ア
ロ
ウ
ズ
・
オ
フ
・
タ
イ
ム

グ
レ
ッ
グ
・
イ
ー
ガ
ン

《児童書》

世
界
食
べ
も
の
マ
ッ
プ

シ
ュ
リ
ア
・
マ
レ
ル
パ

い
の
ち
の
ひ
ろ
が
り
　
中
村
　
桂
子

と
き
め
き
百
人
一
首
　
小
池
　
昌
代

ね
こ
の
町
の
り
リ
ア
の
パ
ン小

手
鞠
る
い

天
の
川
の
ラ
ー
メ
ン
屋
　
富
安
　
陽
子

ふ
た
リ
ユ
ー
ス
ケ
　
　
三
田
村
信
行

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
は
る
や
す
み

ロ
ジ
ャ
ー
・
デ
ュ
ポ
ア
サ
、
ノ

悠
々
倶
楽
部

～
全
3
回
シ
リ
ー
ズ
～
運
動
編

⑪
4
／
2
0
　
（
木
）

「
認
知
癌
予
防
」

講
師
　
い
さ
か
い
支
援
課
職
員

②
5
／
1
8
　
（
木
）

「
脳
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

リ
ボ
ー
ン
体
操
」

講
師
　
石
井
　
裕
高

③
6
／
5
0
　
（
金
）

「
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
」

帳
博
品
川
　
L
I
〝
字
、
　
款
i
r

三

一

p

・

種

目

　

　

　

　

，

　

－

ノ

　

　

　

ー

ー

●

対
　
象
　
町
在
住
・
在
勤
及
び
当

館
の
ク
ラ
ブ
生

申
込
み
　
4
／
1
5
～
5
／
1
2
に
事

務
所
ま
で
　
（
電
話
可
）

日
本
語
読
み
書
き
教
室

日
本
の
支
化
を
学
ぶ

◆
日
本
語
よ
み
か
き
教
室

わ

い

せ

つ

　

に

∴

㌧

し

　

　

よ

い

つ

き

た

い

　

　

　

　

　

　

　

ニ

ト

リ

よ

っ

開
設
日
時
　
毎
月
第
2
・
4
日
曜

日
　
　
1
4
時
～
1
6
時

穴
∴
∵
よ
十

《内容》
に

∴

は

∴

有

　

こ

　

　

　

　

　

　

れ

　

′

”

j

・
日
本
語
で
の
会
話
や
よ
み
か
き

r
 
i
　
つ
し
　
ハ
∴
∴
ノ
ル
　
　
ー

を
中
心
に
写
習

l

ノ

し

．

丁

子

－

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

万

　

L

 

L

，

・
外
国
人
に
は
日
本
語
の
写
胃
と

一

I

 

l

∴

，

I

　

、

三

つ

交
流
活
動
を
し
ま
す

す

∴

工

　

I

　

　

　

－

I

 

L

　

つ

　

　

　

＼

、

よ

　

っ

さ

い

㌦

）

　

　

　

し

　

っ

　

サ

斑
川
　
無
料
　
（
教
材
費
は
実
据
）

」

”

∴

i

 

L

 

I

 

I

　

）

－

　

　

　

て

ん

わ

ら

・

し

こ

み

な

※
随
時
受
付
・
電
話
申
込
可

し

一

　

　

　

上

手

∴

∵

な

ら

∴

∵

つ

ふ

ノ

∵

牛

ノ

し

な

売

【
岨
】
忠
岡
町
文
化
会
館

℡

0

7

2

5

・

3

3

・

1

1

5

1

；

“

○

○

〃

○

○

●

○

○

●

〃

●

○

○

●

〃

●

〃

．

●

○

○

●

○

○

●

〇

〇

〇

〇

〇

龍
韓
…

…
＝
ニ
ー
－
－
二
÷

●
子
ど
も
の
読
書
週
間
行
事

人
彬
劇
団
「
あ
」
に
よ
る
人
膚
劇

日
　
時
　
5
月
1
3
日
　
（
上
）

1
0
時
細
分
～
1
1
時
細
分

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

※
4
月
1
3
日
　
（
木
）
　
1
0
時
よ
り
、

図
雷
館
カ
ウ
ン
タ
ー
及
び
電
話

で
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

（
無
料
・
先
着
2
0
0
名
）

※
小
字
2
年
生
以
ト
は
、
保
護
者

の
方
同
作
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
4
月
か
ら
、
月
末
日
が
士
・
日

・
月
・
火
・
祝
日
と
重
な
る
時

は
そ
の
直
前
の
平
日
が
、
月
末

整
理
日
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

1
3
時
細
分
～
1
5
時

約
歳
以
上
で
町
在
住
・

在
勤
、
及
び
当
館
の
ク

ラ
ブ
生

定
　
員
　
1
6
名
　
（
申
込
順
）

受
講
料
　
3
0
0
円

申
込
み
　
4
／
5
～
1
9
に
受
講
料

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

こ
こ
だ
け
は
お
さ
え
て
お
き
た
い

ス
マ
ホ
撮
影
の
基
本

と
　
き
　
5
月
2
0
日
　
（
上
）

日
時
～
1
1
時
細
分

と
こ
ろ

勝
間
∴
∴
品
川

．
“
＝
∬
　
　
・
ロ
‖

定

　

員

受
講
料

第
5
会
議
室

杉
谷
‥
日
日
i
l
彦
氏

1
2
名
．
（
申
込
順
）

庫
醤
∴
∴
J
T

，
¶
パ
∴
∴
小
本
・

日
本
の
国
技
『
相
撲
』
　
で
、
目

指
せ
　
「
泉
大
津
・
忠
岡
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
〃
」
。
お
す
み
ん
・
た
だ
お

課
長
も
や
っ
て
く
る
！
豪
華
景
品

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

出
場
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
子

が
、
泉
大
津
面
長
を
体
験
で
き
る

よ
I
・

日
　
時
　
5
月
4
日
　
（
木
・
視
）

1
2
時
～
（
受
付
日
時
～
）

場
　
所
　
泉
大
津
直
立
総
合
体
育

館
　
（
泉
大
津
高
宮
町
2

－50）

出
場
資
格
　
泉
大
津
両
・
忠
岡
町

向
の
男
女
児
童

募
集
人
数

男
子
2
2
0
名

女

子

　

　

的

名

内
　
容
　
男
子
…
字
年
別
の
個
人

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

女

子

…

1

・

2

年

、

3

・

4

年
、
5
・
6
年
毎
の
個
人
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦

※
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、
試
合

形
式
を
変
更
致
し
ま
す

※
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す

参

加

据

　

無

　

料

【
間
】
公
溢
社
団
法
人
　
泉
大
津

青
年
会
議
所
℡
2
1
・
1
0
9
0

H
P
　
き
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
i
z
u
ヨ
i

O
〔
S
干
し
C
．
O
H
∴
」
p
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正 凵�|、＼∴ ‾‾∴多二一 

十㌢〇・ ��

帥一～ ��剳驕Q詔＿‾ 

本町出身の花人

赤井　勝「装花」

公益財団法人　正木美術館

故正木孝之氏により、昭和43年に創設された美術館。中

国・日本の水墨画、塁損の収集では世界的に秀れ、収蔵品

は国宝3件、重文13件を含む1300点にのぼります。隣接す

る正木記念邸は、登録有形文化財に指定されています。

描掘出：問J、）10時～16時30分（最終入館は16時）

自本館I時　水曜日、5月8（月）・15（月）・16日（火）

は休飾二，ただし5月3日（水・祝）は開館。，
－＼入館料＼　▲般700iiJ　大字・高校生500iij

小・中写生300日

IJ●I休（20名以上は100日引き）

※降がい者手帳の提示で本人を含む2名まで半縮一，

Sおl剛、合わせ先　正木美iII臓‘† 

〒595－0812大阪府泉北相思剛町思間中2－9－26 

TEL　O725－21－6000　FAX　O725－31－1773 

詰嵩需霊嵩器藍。圏 
切　　　り　　　取　　　り　　　線

入館料　同”効嶋服：2017年7月211まで

200円引！1枚につき5名標まで割引

（19）　No606　2017．4．1

QI　r統制 

槌重殺蛙轟 
∴〇二∴　　　　　　∴千　　　　　　　　〇 ＼汗平田干上寒翻臨言上 「」、、紅÷ 

～武田康廣氏とアニメの世界一

■匿二メづくりを伸韻書
本1時11身のアニメプロデューサー・武IiI康成氏と一一一

緒に、子ども道がみんなで「ただお課長」のアニメを

作りました。

春季展は、水墨画の中でも重要な位置を占め
る山水画を中・Cに、風光をテーマとして開催し

ています。

風光という言葉は、「景色、風景」という広

く知られている意味の他に、禅譜ては「誰もが

持っている仏性、真の姿」という意味も示しま

す。

禅宗の世界と深く結びついた山水画の他、本

来のあるべき姿を見出すために制作された仏像
や仏具、姿かたちの美しい茶道具も、同時にご

覧ください。

ト
み
ん
な
で
一
緒
に作

品
づ
く
り
！

ト
子
ど
も
達
に

優
し
く
教
え
る
武
田
氏

■
武
田
氏
の
ア
ニ
メ
作
品

展
示
会
も
大
人
気
！

．
m
　
正
木
記
念
邸
一
一
〇
一
七
春

日
　
時
　
4
月
1
3
日
　
（
木
）

～
1
8
日
　
へ
火
）

日
時
～
1
6
時
3
0
分

〔
最
終
入
場
1
6
時
」

会
　
場
　
正
木
記
念
邸

蕊
入
場
に
は
美
術
館
入
場
料
　
（
一

般
7
0
0
用
）
　
が
必
要
で
す
。



i29年度忠岡町スポーツ教
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怨度プくり！体力プくり借欄醐

教室名及び 主催固体 丶ｩ�ﾘｯｨｭB�回 丶ｨﾗX��?ｨ鰾������������｢�対　象　者 假8ﾗY{��保険料 

バレーボール 店�����ﾃx���"�10 冑��T曝截����c���ﾃ#��」 00 �(�ｩ(h鬨ﾕｩ�ﾈ支ｭ��16歳以上の男女 ���3���ﾆﾄ��1，850Ili 

ソフトテニス （軟式庭球） 店���������ﾃx���������2�10 冑盈益｢����c���ﾃ#��1 00 ��iVﾈ6X6ｨ5�5(�ｸ6r�小字1年生以上 及び一般男女 ���3���?｢�

テ　　　ニ　　　ス 店���緝�ﾃh����#B�8 冑��8葢����c�X�X�ﾃ#��1 45 ��iVﾈ6X6ｨ5�5(�ｸ6r�中・高生及び 一般男女 �(�3���?｢�

整　実　体　操 店�����ﾃx��#��10 冑盈胤｣�����c�X�ﾃ#��b�＿＿1 30 兌h��嶌��檍ｭ��:齏｢�一　般　女　子 �(�3���牝��

剣　　　　　道 店���8�ﾃx�������R�10 冑��98���x�c�������1 00 ���(兌x抦ｧxﾕｩ�ﾈ支ｭ��幼稚園年長 以上の男女 ���3���牝｢�

少林　寺拳法 店�����ﾃh�����2�10 冑���懆�2�i �(�ｩ(hｧxﾕｩ�ﾈ支ｭ��小字校1年以上 ���3����ﾈ��毎木曜 19：00、20 ���3��忠岡小字校体育館 亶�-�自Lｩ&ｨ��

健　康　体　操 店������ﾃh������#��8 冑盈慰���8�c3����R�1 30 兌h嶌檍ｭ��:齏｢�一　般　女　子 �(�3�����

空　　手　　道 店�ヨ�ﾃX��#��10 冑以��Y�X�Xｾ�vｦ鳴����c���ﾃ#��c����(�ｩ(hﾜ俔ｩY�;��｢�小芋校1年以上 及び－一般男女 ���3���免��

卓　　　　　球 店�������ﾃx�����2�10 冑盈��｢����c��-c#��＿1 45 �(�､末ﾈ�ﾈｧxﾕｩY�;��｢�一　般　男　女 ���3���粕��

ソフトバレーボール 店���������ﾃx�������"�10 冑��Yv｢����c���ﾃ#��l 00 ���(�ｨ抦鬨ﾕｩ�ﾈ支ｭ��16歳以上の男女 ���3���末��

バド　ミ　ント　ン 店�������ﾃh����#��7 冑�駢2����c���X�ﾃ#��1 00 �(�ｨ抦ｧxﾕｩ�ﾈ支ｭ��中・高生及び 一般男女 ���3���ﾆﾄ｢�

S中込期間・‥4月311（月）～21円（金）　　　　　　看申込用紙…生涯学習謀・児童館・スポーツセンター

※各種目定員になり次第締切　　　　　　　　　　　　　　　　・文化会館

8申込方法…所定の申込用紙に記名・捺印の上、受講　　　　削登　忠　岡　町　体　育　協　会

料・スポーツ障害保険料を添えて、生涯学習課へ　　　　後援　忠　岡　町　教　育　委　員　会

帥半生以下の保険料は800円〕　　　　【間】I胃癌学習謀　℡22－1122（役場4階）

No606　2017．41（20）

【
コ
ー
ス
】

A
コ
ー
ス
　
忠
岡
小
学
校
～
大
津
川
河
川
敷
～
菅

原
神
社
～
忠
岡
町
役
場
～
忠
岡
小
字
校

B
コ
ー
ス
　
忠
岡
小
字
校
～
忠
岡
町
役
場
～
束
忠

岡
小
字
校
～
忠
岡
神
社
～
忠
岡
小
学
校

【
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
会
場
】

忠
岡
小
学
校
運
動
場

【
定
　
員
】

◎
A
コ
ー
ス
　
（
6
・
5
h
）
　
　
　
　
　
2
0
0
人

◎
B
コ
ー
ス
　
（
3
・
5
k
m
）
　
　
　
　
　
2
0
0
人

※
先
着
順
で
受
付
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

【
参
加
資
格
】

A
コ
ー
ス
は
高
校
生
以
上
の
健
康
で
歩
け
る

方
。
B
コ
ー
ス
は
健
康
で
歩
け
る
方
で
、
小

学
生
以
下
は
保
護
者
ま
た
は
貴
何
者
の
同
伴

が
必
要
。

【
参
加
費
】
無
　
料

【
全
員
に
参
加
賞
】
　
A
コ
ー
ス
は
方
歩
時
計
、
B

コ
ー
ス
は
参
加
賞
と
抽
選
で
素
敵
な
景
品

【
申
込
配
布
場
所
】
生
涯
字
習
謀
窓
口
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

【
申
込
期
間
】
4
月
5
日
　
（
水
）
　
～
1
9
日
　
（
水
）

【
申
込
方
法
】
生
涯
字
習
課
窓
口
に
持
参
　
（
上
、

‖
除
く
）
、
ま
た
は
郵
送
、
F
A
X

【
間
】
生
涯
字
薯
謀
　
T
E
L
2
2
・
1
1
2
2

F

A

X

2

2

・

1

8

5

5



手l

トシリアス（軟式野球）

サ　　　ッ　　　カ

おもに小学生を中心に活動しています

（一部中学生・小学生以下も対象としています）

練　習　会　場　　　　　　　練　習

（lI思中体育館
i（2）思小体育館

4月は束小第2体育館
5月から思中武道場

IlI火中体育館

12忠小体育館

大津川河川公園等

再思小運動場
I2町民グラウンド

3束小運動場

llI火中体育館

、12忠小体育館

3凍小体育館

新浜テニスコート

町民第2グラウンド等

Z＿＿＿＿ジ＿＿＿＿＿＿＿÷＿＿＿＿＿÷l旦生理

l）毎週火嘱目

21毎週木曜II

毎週月・水・金曜II19：00－21：00

IJi毎週川i榊119：00－21：00

12ilij週水曜日19：00－21：00

毎週上・用l紬1　9：00－17：00

11／侮日第日同宿11　9：00－13：00

12ilij月第2・3用曜119：00－13：00

I31毎月第4日曜iI　　9：00－13：00

l／i毎週火曜日

星座週金曜11

31毎週印刷1

毎週月・火・本

宿通水曜日
毎遡上・Ii唖ii

19：00－21：00

19：00－21：00

17：00－20：00

19：00－－21：00

16：00－

9：00～

毎週火曜II19：00－21：00

スボ臆ツで旭とからだを鍛えよう！

雷Iゴ ーIII 

種　　　目　＿」　練　習　会

ド　ミ　ン‾卜‾‾ンi忠小体育館

バ　レ　ー　ボ　ー　ル

健　　康　　体

丁‾‾百‾‾云‾方‾竜

保一護者同伴で

練習場へ

生涯学習課
℡22－1122

スポーツをつうして、心と体をリフレッシュ！

お気軽にご参加ください

三二十
耳忠中体育館
12心中体育館

4月は束小第2体育館
5月から忠中武道場

l東／川本育飾
12忠／川体育館

I事束l川本育館

i心中体育館
121文化会館軽運動葦

文化会館軽運動室

ソ　フ　ト　ボ　ー　ルi　各チーム随時
－－－－　一　一一一一　－一　　　　一一－一一－十一一一－－－

整　美　体　操i　文化会食榊随動室

卓　　　　　　　　球

ブー　　　　　　　　　　　ス

」サ　　ッ　　カ

l心中武道揚
2〉文化会銅棒運動場

新浜テニスコート

亘忠中体育館
′21束小体育館

練　習　日　・　時　間

毎週火曜Il19：00－21：00

1）毎週火曜II19：00－21：00
I2座週木調紬119：00－21：00

毎週月・水・金曜II lO：00－21：00

il毎週火曜日

が毎週金耀ii

⑧毎週I朝川

1毎週水曜1119：00－21：00

2′第1・2・3　上崎11　9：30－

第4　上崎lI13：30－16：30

毎週水Ii鮎113：30－15

毎週金昭Ii　9：00－11

1ij週木曜II19：15－20

毎週火・木曜日
毎月第1・3水喉I

毎週水－
Ii・祝

i±i毎週木曜Ii

I祁毎週金曜II

ゲ　ー　ト　ボ　ー　ルi　現地………【会員外でも参加i’I「11】

ソフトバレーボールi　束小体育館

」竺＿二：トポ‾ル
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山東小体育館
12／忠III体育館

「申　込　方　法
i

練習会場へ

L一理型L誓書霊
I　亘）毎週木ii刷I

ii21毎週創鮎ilg：00－21：00
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センター
あそぷまなぶ

ふれあう

シビックセンター2階

TEL22－1122（厘51、252）

FAX22－8663

子育て親サロン
【問】児童館
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申　　　対揚

込　　　象所

特
定
不
妊
治
嬢
費

助
成
金
交
付
事
業

1
2
P
に
掲
載

同
曲
常
時

▼
麻
し
ん
　
（
は
し
か
）
・
風
し
ん

第
2
期
予
防
接
種

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
1
～
2
歳
未
満
で
1
回
、
そ
の

後
追
加
接
種
と
し
て
1
回
の
計
2

回
接
種
が
必
要
で
す
。

・
接
種
対
象
　
来
年
度
小
字
校
に

人
草
す
る
お
子
さ
ん
　
（
平
成

2
3
年
4
月
2
日
～
2
4
年
4
月

1
日
生
）

・
接
種
期
間
　
平
成
2
9
年
4
月
1

日
～
平
成
約
年
3
月
3
1
日

・
接
種
方
法
　
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
、
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
予
診
票
は
今
月
中

個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
が

予
診
葉
が
な
い
場
合
で
も
保

健
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機
関
に

も
あ
り
ま
す
の
で
、
来
院
時

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
鮎
　
川
　
無
料
　
（
接
種
医
療
機

関
で
予
約
が
必
要
で
す
）

※
実
施
医
療
機
関
は
2
3
ペ
ー
ジ
の

表
を
参
照
。

健

　

診

▼
1
歳
7
・
8
カ
月
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診

4
／
6
　
（
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）

1
3
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3
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1
5
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【
受
付
】

▼
4
カ
月
児
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診

4
／
1
3
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
別
定
日

4
／
2
8
　
（
金
）

1
0
時
～
日
時
【
受
付
】

フ
ェ
ル
ト
や
布
を
使
っ
て
お
子

さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る

▼
も
ぐ
も
ぐ
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ッ
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●
要
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4
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（
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1
0
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3
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1
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離
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く
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（
調
理

実
記
）
　
と
お
話
、
試
食

▼
園
庭
開
放
　
　
　
忠
岡
保
育
所

4
／
2
0
　
（
木
）
　
1
0
時
～
正
午

（
雨
天
時
は
室
内
で
読
み
聞
か
せ
）

▼
ヘ
ビ
マ
ク
ラ
ブ
　
〝
ぴ
よ
ぴ
よ
〟

●
要
予
約

5
／
1
2
・
1
9
　
（
金
）

1
0
時
～
日
時
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分

対
象
…
2
～
4
ヶ
月
　
（
2
固
）
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子
フ
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●
要
予
約

～
マ
マ
運
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不
足
解
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子
と
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～

5
／
1
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9
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5
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ス
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自
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」

「
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ど
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の
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所
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え
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す
か
？
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親
学
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ワ
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ク
」

こ
れ
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て
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め
？

褒
め
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・
叱
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な
い

子
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の
　
「
ウ
ソ
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当
n‥
」

子
ど
も
の
気
に
な
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葉
使
い

～
あ
な
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の
子
育
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を

応
接
し
ま
す
～

時
　
間
　
毎
月
第
3
木
曜
日

▼
ち
く
ち
く
サ
ロ
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●
要
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約

4
／
4
（
火
）
1
0
時
～
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細
分

子
育
て
支
援
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ン
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ー
よ
り

4
月
の
行
事
予
定
は
、
役
場
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育
て
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援
課
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館
・
保
健
セ

ン
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ー
に
設
置
の
パ
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フ
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ま
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P
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く
だ
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い
。
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小
・
中
写
生
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者

申
込
不
要
。
参
加
希
望

の
方
は
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
問
】
児
童
館
℡
2
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・
8
6
0
2

〔
各
月
の
テ
ー
マ
〕

4
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0
　
「
先
生
と
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そ
う
！
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1
／
1
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孫
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て
の
今
・
昔

2
／
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5
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ー
へ
の
不
満

3
／
1
5
　
新
学
期
の
不
安

和
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健
所
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℡
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し
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抗
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検
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）
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付
9
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★
肝
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4
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水
）

受
付
1
3
時
～
1
4
時

★
H
I
V
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒

検
査
／
相
談
　
（
電
話
相
談
可
）

4
／
1
2
・
2
6
（
水
）

受
付
9
時
細
分
～
1
1
時

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

●
要
電
話
予
約



高齢者の肺炎球菌ワクチン定期接種
【対象者】忠岡町に住民葉を有する、　⑪60歳以上65

歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能に障か
いを有する方（身体瞳雷若手帳1級相当）（雪目、‘記に

該当する方。

★、宮城29年41jliI～30年3月31日の定期接種対象者

65歳：S27年4月2日生～S28年4月liI生の方

70歳：S22年4月2回上～S23年4月liI生の方

75歳：S17年4月2日生～S18年4月lII生の方

80歳：S12年4月2i川i～S13年4月liI生の方

85歳：S7年4月211生～S8年4月1日生の方

90歳：S2年4月2Ii生～S3年4月1旧主の方

95歳：Tl1年4月2I口上～T12年4月lil生の方

100歳：T6年4月2日生～T7年41jliI生の方

・すでに肺炎球閑ワクチンの接種を受けたことがある

方は対象外です。
・i言己の対象者に該当しない方で、肺炎球閑ワクチン

の接種を希望される65歳以上の方は、助成事業で接

種を受けることができます（助成事業の欄をご参

照ください）

【璃用】3，000ilJ〔無料ではありません。接種した

医療機関窓Iiでお支払い願います。〕

※生活保護世帯に属する方は雄用免除があります。

事1帥こ保健センターへ申証が必要です。

【方法】・（雪月こ該当する方については、5）川Iにハ

ガ羊にて接種券を郵送しますので、接種券を持参

のうえ町内医療機関で接種を受けてください。
・⑪に該当する方で、接種を希望される場合は保健

センターにおi粧、合わせください。

【接種場所】
・町i伸夫療機関（下表を参照・要i直前予約）

・泉大津i出勺の医療機関（泉天1回Jl痢輸院を除く）

景接種については直接医療機i則こおi机、合わせくだ

さい。　　　℡22－1122（内線251・252）

高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用助成事業
【対象】65歳以上の方

（各年度において定期接柵の対象となる方は除く）

※すでに肺炎球閑ワクチンを接種したことがある方

は対象外です。

【枠用】　3，000IIJ

熊接種したI相葉機関の窓口でお支払い願います。

，；宮上活保護I旧聞こ属する方は雄用免除があります。

事I帥こ保健センターへII出jが必要です。

【方法】助成IJ事業での接租を希型する方は、事i前こ保

健センターへ申請が必要です。保健センターの窓il

にお越しいただき、助成の申請をお願いします。

保健センターより接碓券を発行しますので、接種

券を持参のうえ医療機関に来院ください。

【接種揚所】定期接種と同様です。

※定期接種、助成での接種ともに、町外の医療機関

や施設に入院または入所中・遠隔地に長期滞在中
・慢性の疾患によりかかりつけ医での接種が必要

・在宅i失棟を受けている等の理iIiで、やむを得ず

町外のl灼療機関で接種を受ける場合は、保健セ

ンターまでご連絡ください。I

麻しん風しん混合ワクチンの予防接種費用助成
【助成対象】（±）、（妻）を満たし、ア～ウのいずれかに該

当する方（，（ア～ウの，i淘iを持参）

【必　　須】（王座剛岨こ住民票がある方（雪）風しん抗

体検杏の結果、抗体IIIIが下記に該当する方

※抗体検杏の結果がわかるものをご持参ください。

（1）HI法（HI価）16倍以下（2）EI A法（EI A－

I gG価）8．0未満（3間際単作工301U．／ml未

満（4間際単位（如5I U／ml未満

ア．妊娠を希里する女性（既婚・未婚を問わず）

〔要住所証明〕

ィ．妊娠を希望する女性の配偶者〔要住所証明〕

医舵機聞　名

安　　　明　　　医

（23）　No606　2017．41

百二7丁重‾‾「丁重‾話

忠岡中1－11

忠岡束2－22－15二ぜ

忠岡東1－40－25

恵南東丁二百二両

22－5515

31－0728

20－2600

20－6650

22－1611

32工831

32－2481

高月北2－16－34146－3700

忠岡束1－7－16

20－0312

33－5916

ウ．姉娘している女性の配偶者（I高所を証明する

もの及び父親欄を記載した妻の母子手帳）

【期　間】平成29年4月liI～、直哉30年3月3111

【揚　所】定期接種と同様です。

【助成額】7，0001IJ（医療機関の支払額より7，0

00IIJを差し引いた額が自己負担額）

【方　法】町内医療機関に直接申し込み

（）の　風しん抗体検査はi一己負担です。

※保健所で無料抗体検杏を実施（22P参照）
※I瓜しん単独ワクチン接種を希型・町外の医療機関で接

種を希型の方は、保健センターにこ追納ください。

I欄孝月間炎球蘭博しん風しん（助剛業）
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・忠幼、東幼入園 式10：00一 ・公立幼・小・中 始業式 ・狂犬病予防集合 注射（5P） 缶・ビン（西） プラ（東） ��X��N��ｩ&ｸ���e��｢��Xｻhﾊ)V�uﾉf員xﾘr�(ﾘ��填��｢�自Lｨ587謾��謦�7h8����ﾈ�｢���SH*佇靄)�b�xc�8�c�������.�*�.�*�4ﾈ6(6�92�xc���c3����・消費相談（16P） 

缶・ビン（束） �ｩLｨ587�����ﾂ�

16 ��r�ｬｨ�X7(98���ﾈ�｢�7h8���8ﾈ�｢�18 ・消婆相談（16P） ◆人権相談（16P） 一般ゴミ（A－i・ぺ（束） ����20 ・労働相談（16P） ・園庭開放 ㊦10：00～ ◆子育て親サロン ㊥9：30～ �#���X��N��ｩ&ｸ���e��｢���7x7(7ﾘ4�8�7R�x����c�����22 

一般ゴミ1、Bl 豫ｨ�X7(98��8ﾈ�｢�一般ゴミ／A－ ぺ（西） �ｩLｨ585d&｢�
プラ（西） 

23 �#B�25 ・消費相談（16P） ◆歌体操 ㊨13：30～ �#b����zY�ｩ&ｸ���e��｢�27 �#���X��N��ｩ&ｸ���e��｢��Y�y+x�Y�ﾈ�¥ｩ.��?ｨxc���c�����29脚の日 

缶・ビン（西） プラ（東） �ｩLｨ58+8���ﾂ�7h8����ﾈ�｢�一般ゴミ（8） 豫ｨ�X7(98�����｢�一般ゴミrAii �ｩLｨ587鑾��

30 ・たたおかウォー 佗�ｵｹ�H�����������������Y�X+(-ﾘ,ﾈ�Z｢�

ク2017 9：00～（20P） ���>ｸｾ韵ｹ�顋����顋��9�ﾎ｢�

直接持込み…忠岡町クリーンセンター・受付及び　月一会9時30分～16時 

072－423－2663書罵日三年末諾結2時 


